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大管長会メッセージ

この世 の救 いの原則

第二副管長

マ リ：オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

A日 ， 私 た ちは広 範 囲 にわ た る深 刻 な経一7

済 お よび社 会状 態 に直 面 して い ます 。

しか しこの よ うな 経済 的圧 迫 さらに は剥 奪

に さえ も直面 しなけれ ば な らな い時代 は，

教 会 員 に とって 目新 しいこ とで はあ りませ

ん。教 会 歴 史の 中で， 聖徒 た ちは一度 な ら

ず たび たび その よ うな試 練 に立 ち向 か って

きま した。 その結 果， 主 は教 会 の初期 の時

代 か らず っ と，指 導 者が 一定 の正 しい 原則

をは っ き り理 解 で きる ように， 導 いて きて

下 さって い ます.こ の世 の救 いに 関す るそ

れ らの基本 原 則 を， こ こで再 確 認す る必要

が あ る よ うで す。

今世 紀 の初 め， ジ ョセ ブlF・ ス ミス大

管 長 は この世 の救 いの 重要 性 と霊 的 な救 い

との 関係 をこの よ うに説 明 しています。「あ

な た方 は，物 質的 な もの と霊 的 な ものが 溶

け合 っ てい る こ とを， いつ も心 に留 め なけ

れば な らな い。 こ のふ たつ は分 離 した もの

で はな い。私 たちが 地上 に い る限 り， 片方

な しで もう一 方 の こ とを行 な うこ とはで き

な い… …末 日聖徒 は，霊 的 な救 い だけ でな

く， この世 の救 い をもた らす福 音 を信 じて

い る。私 た ちは，牛 や … …菜 園や農 場 ……

そのほ か私 た ち 自身 と地上 の 家族 を養 うた

め に必 要 な もの を備 えなければな らない……

私 た ちは まず善 良 ，忠 実 ， また正 直 で勤勉

な 人に な らなけ れば， 本 当 に良 い，信仰 深

い キ リス ト教 徒 には なれ な い と思 ってい る。

それ で私 た ちは， 勤 勉， 倹約 ，謹 厳 を説 く

福 音 を宣 べ伝 えて い る。」(「福 音 の教義 」，ソ

ル トレー ク・シテ ィー，デゼレ トブック，1939

年 ，第10章p.201)

この世 の救 いの最 も根本 的 な原 則は， ふ

たつの 基本 概 念か ら成 って います 。す なわ

ち個 人の扶 養(個 人の 自立)と 家 族の扶 養
-

(家族 として の 自立)で す 。 この最 初 の原

則で あ る個 人の 自立 は，教 会 の基 本的 な教
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この世の救いの最も根本的な原則

は，ふたつの基本概念から成って

います。すなわち個人の扶養……

と家族の扶養です。

義 で ある 自由 意志 か らきて い ます 。 自由 意

志 の教義 は， 人 間の本 質 は霊 的 な物 質す な

わ ち英智 か ら成 って い る とい う真 理 に基づ

いて います。 この英智 は， 聖典 の中 に この

よ うに記 されて い ます。 「… …神 の 置 きた

まい し範 囲 に於 て独 立 し，独 りにて働 くな

り… …見 よ，ここに人の 自由意志 あ り。… …」

(教義 と聖 約93：30-31参 照)

この 永遠 の状 態の結 果 と して， エ ロヒム

は， 人間 を創 造 し， この地 上 に 置 くに 当た

って， 入間 に 自 らの 思 い通 りに行 動 す る 自

由 意志 を与 え られ ま した。 この 自由 意志 は

生 活② あ らゆ る面 に あて は ま る もあ です が，

物 質的 な事柄 に 関 して， 主 は特 に念 入 りに

指 示 してお られ ます。「そは ， わが生 くる者

の為 に造 りて備 え た るこの世 の 幸福 を掌 ど
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る者 として， すべ て の 人 を して その責 に 任

ぜ しむ るは主 な るわ れ必要 とす る とこ ろな

れば な り…… 地 は物 に満 ち足 りて余 りあ り。

然 り， わ れ よろず の物 を備 えて 人の子 らに

これ を与 え，人 各々 を自由意 志 に よ りて動

く者 となす 。」(教 義 と聖約104：13，17)

この よ うに， 私 た ちが選 択 しさ えす れ ば

＼物 質 的に も霊 的 に も 「自分
の 救 い を達 成」

し， この 第二 の位 で約 束 され て い る祝 福 に

あずか れ る よ う， すべ て が整 え られ てい る

こ とが わか ります 。教 会 で看 われ る 自立 と

い うのは， 英 智 や 自由意志 といった教 義 と

関連 のあ る永遠 の真 理 か らきてい ます。とす

る と当然 なが ら， 自立 とい う こ とは 多 くの

予 言者 が教 えて い るよ うに，福 音 の計 画 の

基 本 的な真 理 とい うこ とに な ります。

自立 とい うの は， 技術や 才能 面 で の個 人

的 な成 長 を意 味 し， 自分 自身 の必要 や 欲求

を満 たす ため に それ らを応用 す る こ とです 。

さ らに， 自己訓 練 に よ って それ らの 技術 を

修 得 し， 自制心 と慈 悲 の心 を もって 自分 自

身 と他 の 人々 を祝福 す るため に それ らの 技

術 を使 うこ とです 。主 が この 第二 の位 で，

身 も心 も健 全 なすべ ての御 自分 の子供 た ち

に， それ らを達 成 す る よ う望 ん でお られ る

とい うこ とは， 労働 す な わ ち生活 を支 え る

ため に熱心 に働 くこ とを説 いた 多 くの聖 句

の中 で明 らか に され てい ます 。

例 をあ げて み ま し ょう。初 め に， 主 は働

くこ とを生 活 を支 え てい くた めの 手段 と し

七定め られ ま した。主 は ア ダム に この よ う

に言ってお られ ます。「あな たは 顔 に汗 して



パ ン を食べ， つ い に土 に帰 る。」(創世3、：19)

イ スラエ ル に対 して は言葉 を変 えて こ の

よ うに言 わ れて い ます。

「六 日の あ いだ働 い てあ なた のす べ ての

わ ざ をせ よ。」(出 エ ジプ ト20：9>

この最 後 の神権 時代 に，主 は再 び この こ

とに つ いて 明確 に語 っ てお られ ます 。 「汝，

怠惰 な る こ となか れ 。お よそ怠 惰 な る者 は

働 く者の パ ン を食す る こ と もな く， また そ

の衣 服 も着 るべ か ら ざれ ば な り。」(教 義 と

聖 約42：42)ま た こ うも言 われ ました。「怠

惰 な る者 は悔 い改 め て行 い を改 む るに あ ら

ざれ ば，教 会 の 中に て地位 を与 え ら るる こ

とな し。」(教 義 と聖 約75：29>

これ らの聖 句か ら考 える と， どの会 員 も

自己 を扶養 す る とい う責任 を勝 手 に他 人 に

転嫁 して は な らない はず です 。む しろ， 各

人が働 くこ と を通 して個 人の業 績 に大 い に

満 足 を見 いだせ る よ う努 力す る必要 が あ り

ます 。そ うす る時 に， 人 は物質 的 に も霊 的

に も労 働 の結ぶ 実 を手 にす るこ とが で きる

のです 。 さ らに， よ く承知 して いる こ とで

す が， 自立 とい うこ とに は少 な くと もも う

ひ とつ の意 味が あ ります。 それ は個 人の責

任 とい う『こ とです。 ア ビナ ダ イは， 霊 的 な

事柄 に関 して， 私 た ちは皆 「その 身 でな し

た行 いの善 悪 に応 じて 裁判 を受 け る ため に

神 の法廷 に召 され る」(モーサヤ16：10)と 教

えて い ます 。

人 はそれ ぞれ， 霊 的 な事柄 に 関す る選 択

や 行 な いに対 して責 任 があ る よ うに， 物質

的 な事 柄 た 関 して も責 任 が あ ります 。'私た

ちが も しふ だん か ら質素 倹約 を心 掛け ， 緊

急時 の ため に貯蓄 して いれ ば， もっ と簡単

に経 済的 な問 題 を切 り抜 け る こ とが で きま

す 。 もし収 入以上 の 出費 を して いれ ば，請

求 書 が来 た時 に， 当 然 自分 の とった行動 の

結 果 として支 払 い を しな け れば な りませ ん 。

また もし私 たちが 自分 の選 んだ職場 で，知

識や 技術 にみ が き をか け て い くな らば ，チ

ャ ンスが 来 た時 に昇進 や昇 給 を期待 す る こ

ともで きます 。 この よ うに，私 たちが この

世 で 自立 して い くに は， 自分 自身 で努 力 し

決 断 して いか なけ れ ばな らないの です 。主

は私 たち を陰 に な り 日向 に な りて強め て下

さい ますが ，私 たちが 自分 で足 を踏 み 出 し

て初 め て主 は その 歩み を導 いて下 さ るので

す 。結 局， 私 た ち 自身 の行 動が 祝福 の有 無

を決 め る とい うわ け です。 これは， 自由意

志や 責任 に 伴 う直接 的 な結 果 です。 私 たち

は 自分 の とる行 動 に対 して責任 が あ ります

が， その行動 の 結果 に対 して も責 任 を負わ

な けれ ば な りませ ん。 自分 の とった行 動 の

影 響 が 必ず し も直接 目に見 えて現 われ るわ

け では あ りま せ んが ， それ らは確 か に収穫

の律 法 な る もの に支 配 され て い るの です 。

「人は 自分 の まい た もの を
，刈 り取 るこ と

に なる 。」(ガ ラテヤ6：7参 照)

では次 に璽'この 世 の救 いの2番 目の基本

原則， 家族 の 自立に つ いて述 べ てみ まし ょ

う。 隔

教会 で は，家 族 を扶 養 し家族 一 人一 人が

互 い に力 となっ て助 け合 い， 進歩 す る とい

うこ と(す なわ ち家族 の 自立)が デ個 人の

3
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自立 の基礎 とな ってい ます 。家 族 は， 教会

の根本 とな る組 織単 位 です 。 いか な る機 関

や 施 設 もこれ に とって代 わ るこ とは で きま

せ ん し，代 わ るべ きもの で もあ りませ ん 。

神聖 な誓 約 と永遠 の神権 政 体 に よ って， 永

遠 の家族 単位 が確 立 され て い ます 。 その 誓

約 の一部 と して な され た約 束 の ゆ えに， 夫

は 自分 の家族 を養 う とい う責 任 を負 っ てい

ます。主 は この ように言 われ ま した。 「妻 た

る者は夫 の死 に至 る まで夫 に扶養 を要 求 す

る権利 あ り……す べ て子 女 た る者 は 丁年 に

達 す る まで養 育 の義務 を両親 に要 求 す る権

利 を有 す。」(教 義 と聖 約83：2，4)「

使徒 パ ウ ロは この よ うに述 べ て い ます。

「も しあ る人が ， その 親族 を， こ とに 自分

の家族 をか え りみ ない場 合 に は， その信 仰

を捨 て たこ とにな るの であ っ て，不 信 者以

上 にわ るい。」(1テ モ テ5：8)

本 人の次 に，世 を去 るまで愛 を もって個

人 を助 け支 える とい う責 任 ，祝 福， 機 会 を

受 け るの は， その 家族 です 。 親は子 に対 し

て， また子 たちは 親 に対 して責 任 が あ るの

です 。親 にゴ 自分 の子 供 の世 話 をす る義務

を負わせ て い るその誓 約 は， 同様 に子 供 に

も， 必要 が あれば 自分 の親 の世 話 をす る と

い う責任 を与 えているの です 。「あ なた の父

と母 を敬 え」(出 エ ジプ ト20：12)と いうこ

の戒め は，現 代 の イス ラエル の 民に も適 用

され る もの であ り，忠 実 なす べ ての教 会 員

に求め られ て いる こ とです。

家族 の 自立の 原則 か ら考 えて， 私 た ちは，

個 人 の物質 的 な問題や 必要 を解 決す るのに，

4

家族 が で きる限 りの こ とをす る までは， 決

して教会 の 資金に 援助 を求め て はな らない

1とい うこ と を認 識す る必要 が あ るで し ょう。

これが 主の定 め た られ教 義 です 。 主は この

よ うに言われ ました。 「丁年 に達 した るの ち

そ の両 親相 続物 と して 彼 らに 与 う.るもの無

き時は ，教 会す な わ ち言 い換 えれ ば， 主 の

倉 庫 に向 いて要 求 す る権 利 を有す 。」(教 義

と聖約83：5)

この原 則は， 例 外 な くすべ て⑳ 家族 に あ

ては ま ります 。

もし私 た ちが行 な いや望 み の点 で一 層神

に近づ き， 主 のみ た まを受 け るな らば， こ

れ らの同 じ原 則が さ らに広範 囲 な家族 す な

わ ち兄弟 ，姉 妹 そ して系 図 の 中に 出て くる

叔(伯)父 ，叔(伯)母 ， い とこ とい った血縁

者 に もあて は まる こ とが わ か るで しょ っ。

助 け を与 え る とい うこの責任 は，確 か にそ

の よ うな広範 囲 な家 族 に対 しては， 身近 な

家族 に対 す る程 重要 で は あ りませ んが，私

た ちが 「一 人一 人 みな その 財産 の 多い 少 い

に応 じてそ れ を貧 しい人々 に分 け 与 え るこ

と…… た とえば ，腹 の す いて い る者 に 食物

を与 え， は だか で い る者 に着物 を着せ， 病

ん で い る者 を見舞 い， 各 々の 必要 に従 って

肉体 に つ いて も霊 につ い て も救 助 を施 す こ

と…… 」(モ ーサヤ4：26)の 意味 を しっか

り理 解 し， そ れ を守 るな らば， 決 してその

報 い を失 うこ とは あ りませ ん 。 その よ うな

配 慮や 祈 りを受 け ，私 た ちの援 助 を受 け る

人々 の生活 に， 今 述べ た家 族 愛 は どん な結

果 を もた らす で しょ うか ，彼 らの また私 た



ちの現 在 の霊 的状 態が ど うであ ろ う と， そ

うした血 縁 の人 々に誠 実 な愛 あ る思 いや り

を示 す こ とは，最 終 的 に どの よ うな影 響 を

お よぼす こ とに な るで し ょうか 。私 た ちが

「愛 は いつ まで も絶 え るこ とがない」(1コ

リン ト13：8)と い う約 束 を精 一杯 実行 に

移す よ う努 め るな らば， 想像 以 上 に大 勢 の

人 々の 生活 が変 わ り， さ らに 多 くの幸福 が

もた らされ るで し ょう。

私 たちが 主 にな らった見 方 をす れば ，兄

弟姉 妹 ，血 縁 の人 々 の中 で 困っ てい る人 々

の ため に私 た ち にで きる こ とは まだ まだ た

くさ んあ ります 。主 は この よ うに言 われ ま

した 。「汝 ら皆 己が 身 の如 くに兄弟 を思 うべ

し。汝 らの 中誰 か 十二 人 の息子(兄 弟 ，姉

妹， い とこ，叔(伯 〉母 ，離 婚 した り一 時 的

に失業 して い る親 戚 た ち)を 持 つ に， その

一 人 にの み偏 よる こ とをせ ざれ ば… … また

他 に 向 いて汝 ぼ ろ を着 て 彼所 に居 れ と言 い，

しか も息 子 た ちに向 いて， 見 よ， わ れ公 平

な りと言 うこ と を得 んや 。 見 よ， こは一 つ

の比 喩 を以 て汝 らに語 る とこ ろなれ ど， 正

に われ在 るが如 く真 な り。 われ 汝 らに 向 い

て言 わ ん，汝 らひ とつ となれ。も しひ とつ と

な らず ば， 汝 らは わが もの に あ らず 。」(教

義 と聖約38：25-27)

これ ら相互 の責 任 をわか りや す く言 う と

この よ うにな る と思 い ます 。す な わ ち， 身

近 な家族 には お互 いに助 け 合 う責任 が あ り，

広範 囲 な家 族 には お互 い に助 け合 う機 会が

あるの です 。キ リス トの ような愛 に対 す る私

たち の理 解 が深 まるにつ れ て， 私 た ちは喜

んで その よ うな機 会 を利 用 し助 け を与 え る

よ うに なる で し ょう。

この世 の救 い に関 して， 個 人 の 自立や 家

族 の 自立 とい う基 本 的 な概 念 を頭 に置 いて，

それ らが教 会 の福 祉計 画 ，個 人や 家族 とし

ての備 えにつ い て勧告 され てい る事柄 とど

の よ うな関係 が あ るか調べ てみ る必要 が あ

ります。

現 在，個 人 として また家族 として の備 え

に必要 な こ とは 十分 明 らか に されて い ます 。

明 らか に されて い な い点 とい えば，個 人 と

して家族 として どの程 度 まで 自立 した ら よ

いか とい うこ とで し ょう。 今 日直面 す る問

題 に対処 す るには， まず私 たち一 人一 人が

受 け た勧 告 に忠 実 に従 うこ とです。 最初 は

個 人 でそれ か ら家族 単 位 で従 うの です 。直

面 してい る問題 や 必要 が， 個 人 と家 族 とい

うふ たつ の力 に とうてい お よば ない こ とが

わか った場 合 には じめて，'私た ちは監 督 を

通 じて教会 に援 助 を求 め るのです 。

監督 を通 じて教 会 の援助 は， 明確 な指 針

にそって与 えられ ます 。私 た ちは監督 に，個 人

と家族 の 自立 の 原則 は， 教会 福祉 プ ロ グラ

ムの一 部 と して確 固た る もので あ る と指導

して きま した。 この よ うに， 監督 は個 人 と

家族 の備 えを教 え る.ことに重 点 を置 くな ら

ば， ワー ド部 内 の各 家族 が 自立 して いけ る

よ う援助 す る方 法 を容易 に見 いだす こ とが

で き るで し ょ う。

では， 監 督 は 自分 の所 に援助 を求 めて く

る人々 に， その 前 に何 を して欲 しい と望 ん

で い るで し ょ}うか 。福祉 プ ロ グラムが で き
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て問 もな い頃，J・ ルー ベ ン ・クラー ク ・

ジュニア副 管長 は， 身 も心 も健 全 な 人々す

なわ ち 自立 してい け る人々 に対 して， この

ような勧告 を与 え て い ます 。

「収 入 の範 囲内 で生 活 しな さい 。借 金か

ら逃 がれ， 借金 を避 け な さい。 人生 に常 に

つ きま と う予期 せ ぬ問題 の ため に， 貯 金 を

しな さい。質素 倹約 ， 勤勉 の 習慣 を身につ

け実 践 しな さい。」((】o瞬解η62Rのoκ 「大

会報告 」1937年10月 ，p.107)

「すべ ての家 の 家長 に，最 低1年 先 まで

の十 分 な食糧， 衣 服 で きれば 燃料 を手 元 に

備 え させ な さい… …庭 の あ る入 には菜 園 を

作 らせ ， 農場 の あ る人に は耕作 を させ な さ

い 。」(Co乖 ㎎η6θR砂oπ 「大 会報 告」1937

年4月 ，p.26)

では， 「備 え る」とは・ど うい うこ とで しょ

うか 。数年 前 ，だ れか が私 に 真剣 に こ う尋

ね ました。 「あなたの1年 分 の貯 蔵 品の 中 で

最 も大切 な もの は何ですか 。」私 は本 気 で こ

う答 えま した。 「自分 の正 しい行 ないです 。」

これ まで も勧 め られ て きて い るよ うに， 私

たちが1年 分 の 食糧や 衣 服， で きれ ば燃 料

を貯 蔵す る とい うこ とは 大切 な こ とです 。

また私 た ちは まさか の時 の ため に， そ して

健康 保 険や 火災保 険， 生 命保 険 な ど をか け

てお くよ うに と も言 われ て い ます 。 しか し，

個 人や家 族 としての備 えは それ らの 物資 よ

りもは るか に広範 囲 な もの です 。ぜ い た く

品 を後 回 しにす る，・1大きな買 い物 をす る場

合 には祈 りの気持 ちで考 慮す る， 収 入 の範

囲内で生 活す るな どのふ さわ しい態 度が 要
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求 され るの です 。

残 念 なが ら， 調査 の結 果教 会 が 自分 た ち

の世 話 を して くれ る と信 じきって， この勧

告 に従 って い ない 人々が 私 た ちの 中に大 勢

い る こ とが わか っ て い ます 。監 督が 手 にす

るこ との で きる最大 の 力 は， ワー.ド部 内の

個 人個 人お よび家族 の 力 なの です 。会 員の

方 々は， 監督 が 一定 の指 針 に そ って行動 し

な けれ ば な らない こ と を知 るべ きです 。監

督 た ちは， 会 員に 賢明 な生 活 を し， まず 第

一 に 自分 自身や 家族 の 力 に頼 る よ うに教 え

る よ う指 示 されて い ます 。そ うして は じめ

て ，監 督 はワー ド部 の会 貝に対 して教 会か

ら どんな援 助 をした ら よいか を決 め る責 任

を主か ら受 け てい る者 と して， 教 会 の力 に

頼 るこ とが で きるの ですρ

その 力 とな る もの は食糧 や その 他 の物 資，

断 食献 金 の資金 だ け では あ りませ ん 。食糧

よ りも もっ と私 た ち を満 た して くれ る物，

衣 服や 燃料 よ りも もっ と暖め て くれ る物，

お 金 よ りももっ と長 持 ちのす る物 な ど， 監

督 が与 える こ との で き る力 は他 に もた くさ

ん あ ります 。 す なわ ち，霊 的 ，物 質 的問 題

を解 決 す る上 で役 立つ 福 音り 真髄 とその能

力 です 。主 御 自身 の方 法 で援 助 を与 え る際

に，監 督 が まず第 一 に しなけ れ ばな らない

こ とは，聖 徒 た ちが い ろい ろな欲 求や 必要

を満 たす ため に， 生 活の 中 で実践 して いけ

る正 しい 原則 を教 え， 彼 らを強め るこ とで

す 。監 督 は また， メル ケゼデ ク神 権定 員 会

の 中か ら力 とな って くれ る人々 を見 いだ す

手 助 け もで き ます 。 彼 らは， 長期 間 にわ た



る問題 を克服 す る上 で さ らに 細か い ア ドバ

イ スや 訓 練，援 助 を与 えて くれ るで しょ う。

この よ うに ，監 督 は第一 の責 任 と して個

人の 自立 ，家 族の 自立 の価 値 を教 えなけ れ

ばな りませ ん 。確 か に主 の牧 者 として， 監

督 は 人 を高め ，支持 し，維 持 し， 更新 させ ，

清 め， 聖 別 し，完 全 に し， 私 た ちの あ らゆ

る必 要 や正 しい望 み をか な え させ て くれ

る福音 の 力 と併 せ て， 福 音の すべ ての 原 則

を教 えな けれ ば な らない ので す。 監督 は，

個 人的 な 目標や 目的 を決 め るため に， また

個 人的 な 計画や 問 題 に対す る解 決 法 を見 い

だ す ため， す なわ ち自分 で正 しい道 を歩 め

る よ うに 自分 自身 の環 境 を評価 して欲 しい

と求め て くる人々 に， 援助 の 手 を差 し伸べ

なけれ ば な りませ ん。 監督 が私 た ちに代 わ

って それ らを して くれ るので は あ りませ ん。

監 督 の主 な役 目は， 相 談役 す な わち信 頼 で

きる友 とな るこ とです 。監 督 は私 た ちが ど

んな差 し迫 った必要 に も対 処 で き るよ う助

けて くれ ます が， その援 助 の 度合 は私 た ち

や 私 た ちの家族 が その 問題 を解 決 す るた め

に何 を したか に よって 決 ま るの です。 身近

な問題 は個 人や 家族 が 努 力 して解 決す る と

い うこ とか ら考 え る と，教 会 か らの援 助 は，

普 通 その 問題 が解 決す るまで の短 い ギ ャ ッ

プ を埋 め合 わせ るほん の一 時 的 な ものに す

ぎ ませ ん 。

私 た ちの中 の貧 しい人 々 を助 け るこ とに

加 え て，私 た ち 自身に も皆福 祉 プ ログ ラム

が 必要 で あ るこ と を思 い起 こ さなけれ ば な

り・ませ ん 。そ の根 本的 な理 由 の ひ とつ に，

監督が手にすることのできる最大

の力は，ワード部内の個人個人お

よび家族の力なのです。

御 父が私 たち に 多 くの大切 な永遠 の 真理 を

教 え よ う とされて い る こ とをあげ る こ とが

で きます。 それ らの真理 の中 で，最 も根 本

的 な もの は愛す な わ ち慈 愛 です 。 自分 自身

を一 歩 抜け 出 して， 他 の 人々 に思 い をはせ

る時， そ こに は計 り知 れ ない進 歩 が見 られ

ます 。他 の 人 々の進 歩 と成 長 のため に喜 ん

で働 くとい う.ことが天 父 の主 な仕事 で あ る

こ とを考 え る と，私 たち が真 の天 父の 息子，

娘 とな れ るそ の愛 の力 を 自分 の生活 に浸透

させ な い で， どう して 父 の持 て るす べ ての

物 を受 け よ うな ど と考 え られ るで しょ うか。

私 は 次 のい くつか の 基本 原 則 を再 確認 し

て きま した。(1)自 立 は， この世 の救 いに

とって 永遠 の重 要 な原 則 であ る こ と，(2)

家族 と しての 自立 もこの世 の救 い に とって

重要 な 原則 で あ り， 多 くの物質 的 な問題 に

対す る答 えに な るこ と，(3)会 貝 の 中には

優 先 順位 を考 え直 し，場 合 に よ っては 「ぜ

い た く」 とい う言葉 の 意味 を再 評価 し， そ

れ らを後 回 しに して必 需 品 を十 分 に備 え る

必要 の あ る人 々が い る こ と，(4)会 員は福 祉
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計 画 の中の 監督 の役割 ， す なわ ち監 督 は，

一定 の指 針 に従 い
， それ らの指針 の 範 囲 内

で神 の霊 感 に よって教 会 か らの援 助 を与 え

る とい うこ とを理 解 しなけ れば な らな い こ

と。以上 の事 柄 を述べ て きま した。

私 は またすべ ての末 日聖 徒 に， も う一 度

個 人 と家 族 の備 えにつ い て考 え て も らい，

独立 独歩 の精神 を養 うた めの 原 則や 手 段 を

直 ちに実 行 に移 して もらい たい と思 って い

ます 。 これ らの真理 を，家 族会 議 の 際に話

し合 った り， それ らの原 則に そ った生 活 を

す るため に 自分 たち にで きるこ とをす べ て

しよ うとい う計画 を立 て るな らば， 次の よ

うな主 の約 束 を受け るで しょう。 「も し汝 ら

に備 えあ らば怖 るる こ となか らん 。」(教 義

と聖 約38：30)

さらに大切 な こ とは， 私 た ちが神 のみ こ

ころ にか なっ た正 しい生 活 をす るな らば，

そ れ以上 に大 きな約 束 を受 け る とい うこ と

です 。 「お よ そ何 人に まれ，忠実 に して正 し

く， 且つ 賢 き管理 人は その主 の 悦び に 入 り

て永 遠 の生命 をつ ぐべ し。」(教 義 と聖約51

：19)

ホ ー ム テ ィ ー チ ャ ー へ の

提

1自 分 と家 族 の ため に働 き，備 える こ と

が大切 で あ るこ と を述べ る。備 えをす る

こ との祝 福 につ いて， 個 人 的 な経 験 が あ

れば話す 。個 人の 自立 と家族 の 自立 に対

す る家族 の 人々 の気 持 ち を述べ て もら う。

案

4.こ の記 事 の 中に， 家族 が 声 を出 して読

ん だ方が よい よ うな引 用や聖 句が あ るだ

ろ っか。 また この記事 と一 緒 に読 んだ ら

効 果 的 と思 われ る聖 句が ほか にあ るだ う

つか 。

2.家 族が ， どん な経済 的 な 問題 が起 きて

も対 処 で きる よ うな よ り良 い備 え をす る

に は ど うす るか話 し合 う。

3.教 会 員 はなぜ 緊 急時 の ため に， ロム ニ

ー副 管長 が提案 して い る よ うな備 え を し

てお かな けれ ば な らな いのだ ろ うか。

5.前 もって訪 問先 の 家長 と打 ち合 わせ て

お くと， よい話 し合 いが で き るので は な

いだ ろ うか 。個 人 と家族 の備 えに関 して，

定 員会 の リー ダーや 監督 か ら何 か メ ッセ

ー ジが な いだ ろ うか
。
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最善の努力をしていますか

バ ル ・R・ ク リ ス チ ャ ン セ ン

諜螺、

噸灘



数 カ月前のことですが 同窓会に出席す
る機 会 が あ り，何 年 ぶ りか で 旧友 たち

と再 会 しま した。数年 会 わ なか っ た間 に，

頭 がす っか り薄 くなっ て しま った人， 太 っ

た人，や せ た 人な ど顔 を見違 えた人が 何 人

もあ りました。心 理 面， 霊的 面 にお け る変

化 がは っ き りと表 情 に表 われ て い る人 もい

て， 大変 興 味 を覚 え ま した。

特 に私 は ひ と りの女 性 に興 味 をそ そ られ

ま した 。高校 時代 の彼 女 は内 気 で 目立 たず，

男 の子 の間 では さほ ど人気の あ る方 では あ

りませ んで した。 とこ ろが数年 振 り.で同 窓r

会 に出 席 した彼女 は， 際 立 った美 しさ と魅

力 を兼 ね備 えた女性 に変 身 して いたの で す。

彼女 が情 緒的 あ るい は霊 的に 成長 した こ と

は， 心 の平安 を反 映 して い るその 美 しい表

情 を見 ては っ き りわか りま した。私 は その

夜 の同 窓会 の間 中彼女 とそ して共 に 出席 し

て いた彼 女 の夫 とを観 察 した結 果， 彼 女 を

成長 に導 い た もの が何 で あ るか 見つ け 出す'

こ とが で きま した。 それ は彼女 が朗 らか で

積 極 的 な， しか も心 の 支 えに なっ て くれ る

夫 を持 ち， 女性 と して最 も大 きな祝 福 を得

て いたか らです 。 そ してふ た りは， そ れ ま

での結婚 生 活 を通 じて お互 いに成 熟 した幸

福 な 人物 に成長 してい たの で した。

この よ うに熱心 に観察 す る こ とに よ って，

私 は結婚 後 の個 人の 進歩 は各 々の 伴侶 の 生

活 態度 が積極 的 で あ るか ， あ るいは 否定 的

であ るか に大 き く左 右 され る こ とを見 いだ

しました。事 実皆 さんの考 え方 ひ とつ で伴

侶 の立場 が大 き く変 わ ります 。 自分 を奴隷

の ように思 い，不 満 だ らけの 生活 を送 る人

もいれ ば，進 歩的 で はつ らつ とした魅 力 あ

ふ れ る人物 にな る人 もい るの です 。
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数年 前 の こ とですが ，私 は あ る女性 か ら

相 談 を持 ちか け られ ま した。 夫が 無責 任 で，

何事 に関 して も非常 に 否定 的 だ と言 うの で

す 。彼 女 の夫 は毎 日仕事 か ら帰 って来 るな

り家 の中 が散 らか って い る と言 って は不平

を言 い， 夕食 の時 間が遅 くな るよ うな こ と

が あ る と， す ぐに批 判 的 な言葉 が 出 て くる

とい うの です 。彼女 は， 自分 が夫 の望 む よ

うな魅 力 的で知 性 にあ ふれ た女 性 で はな い

と思 って い ま した 。 また， 夫 は子供 に 対 し

て も冷 た い否定 的態 度 を取 るよ うに なっ て

い る との こ とで した。

そ こで私 は，御 主 人 に対 してあ なた 自身

は ど うい う態度 を取 って い ます か と尋 ね ま

した。 夫 の心 を傷 つ け る よ うな こ とをた く

さん して い る との こ とで した。事 実 ，夫 を

怒 らせ るため にわ ざ と食事 の時 間 を遅 らせ

た こ と も何度 か あ った そ うです 。 また 同 じ

よ うに， 家 をきれ いに しよ う とい う気持 ち

が ない め で， 家 の 中は いつ も散 らか ってい

る との こ とで した。 また夫 が きれ いに 身づ

≦ろ いす るよ うに言 えば 言 うほ ど， 彼女 は

そ うす る こ とが 白々 し くな って い き ま した。

つ ま り， 夫 をほめ た り喜 ばせ た りす る こ と

は ， ほ とん ど何 も してい なか ったの です 。

しか し私 は， 彼 らが今 置 か れ てい る状況

か ら抜 け 出 し， よ りよい結婚 生 活 を送 るた

め に努 力 しよ うとす る基 本 的 な愛情 をそ こ

に 感 じるこ とが で きたの で， い くつか の提

案 をし ま した。 まず 家 に帰 り， きれ いに身

つ くろい を して家 の 中 を片づ け るこ と， そ

して よい本 を数 多 く読 ん で， 知 性 美 あふれ

る女性 に な る ように努 力す る こ と， 毎 日仕

事か ら帰 って来 る夫 を笑 顔 とや さ しい態 度

で迎 える こ とな どです。



彼女 の 急激 な態 度 の変化 は， 夫 に は相 当

の シ ョッ クだ った よ うです 。最 初 の うち何

か下 心 が あ る.に違 い ない と， 妻 の真意 を疑

って い た夫 も， 自分 に接 す る妻 の態度が 全

く変 わ らず， いつ も誠意 に あふ れて い るの

を見 て， 次 第に 気持 ちが ほ ぐれ てい き，妻

へ の 感謝 の 言葉 が彼 自身 の 口か ら聞 かれ る

よ うに な ったの です 。家 族 と共 に過 ごす 時

間 も増 え，子 供 との 間 に も愛 情が 通 い合 う

よ うに な りま した。 この 夫婦 の生 活 態度 が

再 び 前向 きにな り， 多 くの祝福 を受 け られ

る よ うにな っ たのは それ か らす ぐの こ とで

した。

否 定 か ら肯 定 へ

否 定的 だ っ た生活 態度 を前 向 きの 姿勢 に

変 え るだけ で， 素晴 ら しい変 化 が 人々 の生

活 の中 に起 こ ります 。 む ろん意識 的 に伴侶

をな いが しろ に した り， 夫 あ るいは 妻 とし

て の責任 をお ろそか にす る人は ほ とん どい

な い と思 い ます が， しば しば私 た ちは お互

い の良 い性格 や 伴侶 が 自分 の ために して く

れ た こ とを当然 の こ と として，感 謝 の気 持

ち を伝 え る事 もな い ままに過 ご して し ま う

よ うなこ とが あ るの は否 め ませ ん。 あ る時

私 は監督 からの依 頼 を受 けて，一 組 の夫 婦 と

話 す 機会 が あ りました。 そ の夫婦 は互 いに

抱 いて い た不 満 を洗 い ざ らい私 に話 し始 め

た ので， 私 はお 互 いが初 め て会 った 時 に抱

い た気持 ち，何年 も前 にふ た りで立 て た 目

標 ， また共 に分 か ち合 った喜 び な どの方 向

に話 題 が進 む よ うに し向け ま した。 彼 らは

家族 ，友 人， その他 彼 らの 人生 にお い て 出

会 った重 要 な 人々 につ いて語 り始 め ，次 第

にふ た りの表情 の中に 喜びの気持 ちが読 み 取

れ る よ うにな って い き ま した。 話 し合 いは

それ まで夫 婦 の間 で大 きな問題 点 で あ った

経 済的 問題 に まで及び ，夫 婦 は もうマ度 彼

らの最 終 目標 を確 認す る に至 りま した。.話

を進め て い くうちに，対 立 していた気持 ちが

ほ ぐれて い くのが 手 に取 るよ うにわか りま

した 。そ の後数 回， この よ うな話 し合 い を

持 った後， ふ た りは もう一 魔や り直す決 心

をす るこ とに同意 しま した。夫 婦 関係 に亀

裂 が生 じ る原 因 として よ くあげ られ るのが，

私 た ちが 「否定 的 な フ ィー ドバ ック⊥ と呼

んで い る もので す 。 フ ィー ドバ ックが ， 当

然与 え られ るべ き時 に与 え られ なか った り，

また 反対 に必要 でな い時や 相 手が受 けた く

な い時に 与 え られた り， 内容 が不 明確 だ っ

た りす る こ とが しば しば あ りますb否 定的

な フ ィ.一ドバ ッ クは， 相 手が希 望 した時だ

けに 限 るべ きです 。，す な わ ち， 人は 自分が

父親 あ るい は母親 ，家 長， さ らには 神 権指

導 者 として十 分 な働 きを してい るか どうか

評 価 を求 め たい と思 うこ とが よ くあ ります

が ， これ は あ くまで も相 手が望 んだ 時に の

み 行 なわ れ なけ れば な りませ ん 。

批 判 す る前 に 自問 す る

結婚 生 活 にお いて伴 侶か ら意 見 を聞 くこ

とは， 互 い に成長 す る上 で大 変重要 です。

しか し否 定的 な意 見 ばか り聞 か され たの で

は，落 担 す るだ けです 。 こ の よ うな理 由か

ら私 はめ ったに伴侶 に対す る批 判 は しな い

よ うに して います 。 どう して もその 必要が

あ る時 には， シ ドニー ・B・ サ イモ ン博 士

に よって指 摘 され た6つ の質 問事 項 を， ま

ず 私 自身 に 問 いかけ た上 で， 注意 深 く行 う

よ うに してい ます 。6つ の 質問事 項 とは 以
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下に あげ る事柄 です 。

1.伴 侶 は今 ，批 判 を受 け るにふ さわ しい

状 態 にあ るだ ろ うか

仕 事 か ら遅 く帰 宅 し， 夕食後 の 楽 しいひ

と ときを家族 と共 に過 ごせ なか った時 な ど

は， 忠 告 をす るの にふ さわ しい状 態 と言 え

るで し ょうか。 この ような時は 疲 労 で神 経

が 高ぶ って い ますか ら， うま く言 い表 わす

こ とが で き ませ ん。 ま たこの よ うな時 の 忠

告 は相 手 も素 直 に受 け入 れ られ ない もので

す 。十 代の子 供 を持 つ両親 は， 夜 遅 くまで

帰宅 しない子供 を安 じて， 無事 な姿 を見 る

まで い らい らしなが ら待つ こ とが よ くあ り

ます 。 しか し無事 に帰 宅 した子 供 の姿 を見

るな り， 喜 びは消 えて，不 満 をその子 供 に

ぶ つけ て しま うのです 。 この よ うな場 合 に

遭遇 した時 には， ひ とまず無事 に帰宅 した

こ とに対 す る喜 びの 気持 ち だけ を伝 え，一

晩 ぐっす りと休 んだ後 に， その問 題 につ い

て話 し合 うのが 賢明 の よ うです。

2.批 判 を した後 ，話 し合 いの 時 間 を持つ

批 判 した後 ，相 手 に弁解 の チ 糸 ンス を与

えない のは， その 人 に非常 に大 きな衝 撃 を

与 え るこ とにな ります 。 あ る男性 は 出張 に

出か け る直 前 に妻 か ら批 判 の言葉 を受 け ま

した。数 日の 出張期 間 中， 彼 は弁 解 で きな

いた めに 非常 に苦 しみ 続け， その ため ビジ

ネス旅行は穆捲たる結果に終わったという

こ とで す 。

3.伴 侶 は以前 同 じ批判 を受 け なか っただ

ろ うか

もしあな たが 伴侶 に， ガ レー ジや 台所 の
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掃 除， 脱 い だ後 の洋 服 を片付 け る， 子 供 の

世話 をす る な どの こ とを頼 ん だ とします 。

しか しその後 も何 の変 化 も見 られな い と し

た ら， 別 の方 法 を講 じる必要 が あ ります 。

同 じこ と を くど くど と繰 り返 され るこ とに

は，人 は耳 を貸 さな くなって しまうか らです。

4.伴 侶 は批判 を受 けた こ とに 関 して， 自

分 自身 を変 え るこ とが で きる だろ うか

時 々私 た ちは 人々 を内気 だ とか ，太 り過

ぎ，や せ過 ぎ， 軽率 ， 鈍感 な どの理 由 で批

難 す るこ とが あ ります が， この よ うな レベ

ルの批 判 は改善 す るこ とが 非常 に困難 で，

時 に は不 可能 で さえ あ ります 。 あ る妻 は夫

に向か って背 の高 い 男性 と結婚 したか った

と不平 を言 い ま した。 そ の夫 は もう背 が伸

びな い年齢 に達 して い ま したの で，彼 に は

なすす べが あ りませ ん で した。私 た ちは完

全 に な る よ う努 力 すべ きで はあ りますが ，

批 判 を加 え よ う として い る 人は， 分別 を持

って現 実 に相手 が 改善 し得 る批 判 で あ るか

ど うか よ く考 え る必要 が あ ります 。

5.批 判 は 自分 自身の苦 痛 や不 安 ，心理 的

欲 求不 満 の表 われ で はな い だろ うか

自分 が 自制 を失 った り他 人 に対 して 怒 り

の感 情 を抱 い た り して い る時は ，す ぐにわ

か ります 。夫 婦 間 での話 し合 いで， 各 々の

感情 に 自制 が きか な くな る と， 心 臓の鼓 動

は速 ま り， 言葉 遣 いに も配 慮が 欠 け る よう

に な ります 。 そ うな る と，話 し合 いは確 実

に 口論 へ と進 ん で行 くのです 。

6.伴 侶 は今 ，否 定 的 な言葉 を受 け る必要

が あ るだ ろ うか 。積 極 的 に愛 と関心 を示



す 方が よ り効果 的 なの では な いだ ろ うか

ほ とん どの 人は 自分 の 欠点 を認 め， 改善

す る こ とを望 ん で い ます 。 それ に は，愛 や

理 解 ，支 持 を受 け る こ とに よ って 人生 の最

高 の 目標 に 向か って 前進 す る よ うにな らな

けれ ば な りませ ん。 しか し否 定的 な意見 ば

か り受 けた り，感 謝 の気持 ち を全 く伝 え ら

れ なけれ ば， 自分 を改善 す る こ とは ほ とん

ど不 可能 で しょ う。

盲 点 を な くす

私 た ちは皆 ， 自分 で気 がつ か な い盲 点 を

持 って い ます 。 お互 いに 心か ら注 意 し合 え

る雰 囲気 を作 るこ とは大切 です。 そ れ ゆ え，

夫 婦 間の 愛 と信頼 は確 実 に しか も大 き く築

き上 げて い く必要 が あ ります 。相 手 を批 判

す る動 機 は， 心か ら助 け た い と望 む 気持 ち

が 基礎 に な って いな けれ ばな りませ ん し，

また受 け 入れ られ るよ うに細心 の 注意 をは

ら って相 手 に伝 え る必要 が あ ります 。あ な

たが肯 定 的意 見 であ って も否定 的 意見 で あ

って も喜 ん でそ の批判 を受 け る心 の準 備 が

あ れ ば ，伴 侶 も正 し い批 判 が しや す くな

ります。 そ して あな た 自身 もその 忠告 を受

け 入 れや す くな り， よ り高 い地 位へ と自分

自身 を変 えて行 くこ とが で きるの です 。話

し合 い の場 を持 ち ま し ょう。 家庭 の 状態 ，

あ るいは あな たの伴 侶 に対す る態度 な どに

つ い て，伴侶 に評価 す る機会 を与 えて下 さ

い 。 ど う した らよ り良 い夫， 父 親 あ るい は

妻， 母親 にな れ るか と相 手 に尋 ね る こ とは

話 し合 い を始 め る上 で良 い きっか けに な り

ます 。真 実 の愛 と関心 に よっ て正 当 な批 判

が行 なわ れ る時 に， あな たが考 え る よ りも

っ と早 く必要 とされ る変 化 が もた らされ る

で し ょ う 。

幸福な結婚生活へのステップ

結婚生活を楽しいものにするために，具

体的に何をすればよいでしょうか。

1.リ ス トを作 る

あ なたの伴侶 につ い てあ なた がか けが え

の な いほ ど大切 に思 っ てい る こ とを， すべ

て書 き出 してみ ます 。可 能 な限 り時 を求婚

時代 に まで さか のぼ って ，1その 間あ なたが

感 じた素 晴 らしい特 質 を全部 列挙 し ます。

以前 私 は ある夫婦 に これ と同 じこ と を提 案

しま した。ふ た りは ふ たつか3つ 位 しか書

け ない だ ろ う と考 え ま した。 その作業 は最

初 ，「料理 が上 手」とか 「ユーモアのセ ンスが

あ る」 と言 った よ うな比較 的 見つ けや す い

性 質 か ら始 ま り， 次 第に 各々 の心 の奥 深 く

に あ って 見落 とされ が ちな長 所 に まで至 り，

彼 らは予 想 した よ りもっ と大 きな リス トを

作 りました。

2.伴 侶 の長所 を率直 に ほめ る

子供 や 友達 ， また あな たの 周 囲の 人々 に，

あな たが伴 侶 に対 して抱 いて い る賞賛 の気

持 ち を素 直に伝 え るこ とは非常 に大 切 です。

この よ うな こ とは 自慢や エ ゴイ ズム とは関

係 が あ りませ ん。 あ なた の伴侶 は あ なたの

賞賛 の言葉 を喜 ん で聞 き〆 あ な たに も同 じ

よ うに接 す るで し ょ う。

3.あ な た 自身 の否 定 的感精 にいつ も目を

向 ける

時折私 た ちは怒 りを爆 発 させ た り， 人前

で伴 侶 を批 難 した りす るこ とが あ ります 。
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また無作 法 な振舞 いは た とえ それが 家庭 の

中で あっ た として も， 夫婦 間に 感情 の 対立

を生 ず る原 因 とな る もの です 。 また この よ

うな感情 が一度 芽生 え る と，取 り除 くこ と
へ

は大 変 困難 にな ります 。 したが つて私 た ち

は， 感情 的 にな る こ とは極 力避 け るよ うに

努 力す る必要 が あ ります 。

4.ロ マ ンチ ックな愛 を再 燃 させ る

どん な夫婦 で も， ロマ ンチ ックな気 分 で

過 ご した楽 しい 時期 が あ っ た は ず です 。

その頃 の気持 ちに も う一度 立 ち返 り， 共 に

過 ごした楽 しい 時間， 美 しい思 い出， 飽 き

ず に話 した こ とな ど を思 い出 してみ て下 さ

い。 この よ うな こ とはそ の時期 のふ た りに

とって とて も重要 で あ ったは ず です 。 そ こ

か らも う一度 ，心 か らの 愛 と関心 を分 ち合

え る方法 を見 つ け出す の です 。 も う一 度恋

愛 時代 に戻 りま しょ う。

5.静 か に話 す

建 設 的な雰 囲 気の 家庭 では ，家 族全 貝 が

互 い に尊 敬 し合 い，荒 っぽ くどな り合 う声

は ほ とん ど聞 か れ ませ ん 。家庭 を よ り良 い

ものにす るため には， 怒 りは 必要 で はあ り

ませ ん。相 手 をほめ，や さ し く励 ます 言葉

だ けが，相 手 を進 歩 に導 くの です 。

7.、信仰 を増 し加 え る

お もわ し くな い問題 をか か え てい る多 く

の家庭 で は，一 般 的 に主 に対 す る従順 さに

欠 け てい る と言 え ます 。夫 婦 が共 に祈 る こ

と，聖典 を学 ぶ こ と， 教会 の 集会 に 出席 し

責 任 を果 たす こ とな どは， きわ めて重 要 で

す 。 この よ うに して福 音 を実 践す る こ とに

よ り， 家族 は霊 的 に成 長 し， 多 くの祝 福 を

得 る こ とが で きます 。そ して 主へ め積 極 的

な献 身は私 た ちの人生 に とって 大切 な進 歩

成 長 をもた らす の・です 。

自分 の こ とをデ リケー トで大切 な 存在 だ

と思 わ ない 人は いない で し ょ う。 人間 の内

にひ そむ こ うした積 極 的 な気持 ちが 強調 さ

れれ ば， 私 た ちは思 っ た よ りも簡単 に肇 わ

る こ とが で き ます 。

私 た ちは， 伴侶 の否 定 的 な生 活習慣 を批

判 す るだ け で一生 を過 ごす こ と もで きます

し，ま た反対 に 「愛 して い ます」 「あな たは

私 に とって大切 です 」「次 は も っ と上手 に で

き る よ」 「失敗 か ら学 ん でいけ るよ」 あるい

は 「いつ で も喜 んで助 け るよ」 とい うよ う

なや さしい言葉 に よって伴 侶 を積 極 的に 導

くこ ともで き ます 。

こ うした積極 的 な言葉 に よっ て培 われ た

結婚 生 活 は， ふ た りに とって か けが えの な

い素 晴 らしい 時 とな るに違 い あ りませ ん。

6.高 潔 さ を持 続 させ る

各 自が正 直 と高潔 に関 して高 い水 準 を持

つ こ とは結 婚後 ふ た りが信 頼 し，愛 し合 っ

て良 い関係 を築 き上 げて行 く上 で大 きな助

け とな ります 。 また，悔 い改め と寛 容 な心

とに よって，失 わ れて い た高潔 な感覚 を呼

び戻 す こ とが で きます 。

☆ ☆
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日 々 の 恵 み

クエンカ兄弟の信仰

フ レ ツ ド ・R・グ ラ デ ン ・ジ ュ ニ ア

官 教 師 の ゾー ン大 会が 終 わ りま した。 私

は 同僚 と連 れ立 って， カ リフ ォル ニア

州 フ レズ ノに あ る小 さなアパ ー トに帰 り，

午後 の集 会 に備 え ま した。 ク リスマ スが 近

い12月16日 の こ とで す。私 は ク リスマ スの

日に， バ プ テスマ とい う特 別 な 贈 り物 を求

道 者 の家 族 に差 し上 げ たい と思 って い ま し

た。 そ こで， 同.僚と共 に冷 たい床 に ひ ざ ま

ず き主 の 導 き を求 め て祈 りま した。

午後 に な る と車 に乗 って， 町 の東側 に あ

る メキ シ コ人の小 さな居住 区に 向か い ま し

た。 そ こに は，街 頭伝 道 で最：近 知 り合 った

クエ ンカ さんの家 族 が住 ん でい ます。 全部

で15人 の 大家 族 です 。私 たちは 熱心 な まな

ざ しを した子 供 た ちに温 か く迎 え られ，.コ

ー トのす そ を引 っぱ られ て 中に 入 りました
。

それ か ら5，6分 かけ て13の 小 さな手 と握手

し， よ うや くレ ッス ンが 始 ま りました。

私 の同僚 が不 慣 れ な スペ イ ン語 で， 最初

の概 念 を教 え ま した』 それ を聞 きなが ら，

私 は クエ ンカ さんの 家が 実 に質素 で あ るこ

とに 気づ き ました。部 屋 に は ソフ ァー が ひ

とつ に， 台所 か ら持 って 来 た壊 れ かけ た椅

子 が2，3脚 ， それ に熱 心 に耳 を傾 け てい る

15人 の家族 ， ほか に は何 も見 当 た りませ ん 。

私 が教 え る番 に な りま した。私 はみ たまに

導 かれ るま まに，バ プテ スマ のチ ャ レン ジ

を しま した。 クエ ン カ さんの家 族 は それ を
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受 け入 れ ま した。

クエ ン カさん の家 は， 霊 的に は恵 まれ て

いて も， 物質 的 に は貧 しい生 活 を送 って い

ま した。 クエ ンカ兄弟 は時給2ド ル80セ ン

トの仕事 につ い て い ま した。 彼 の話 で は，

食物 の あ る時 は家 族 で食べ ますが ， いっ も

は 断食 をす るそ うです 。 しか し， クエ ンカ

さんは私 た ちの たあ に いつ も食事 を用 意 し

て くれ ま した 。 家 族 み ん な が ， 宣 教 師 は

「天 か らの使 い」 だ と信 じて い たか らです
。

私 は彼 らの乏 しい食物 を食べ る時 に，.部屋

の隅や 戸 口か らの ぞ き込む 飢 え た茶 色 の瞳

を感 じて， とて も天使 の よ うな気持 ちに は

なれ ませ んで した 。 た とえそ れが わず か な

食物 で あって も， この 家族 に とって は大変

な犠牲 だ った のです 。

やが て戒 め を教 え る段 階 が近 づ く と，私

は クエ ンカ さんの家 族 がそ れ を受 け入 れ る

信 仰 を持 て る よ うに と， 主 に祝 福 を願 い

求 め ま した。 しか し， 信 仰 の うす い私 は，

什 分の一 の戒 め を受 け 入れ るの は無理 だ ろ

うと思 って い ま した。 レ ッス ンが進 み， つ

いに什分 の一 の 原則 を教 え る 日が来 ま した 。 ・

同僚 が教 え始 め る と， 私 は心 の 中 で助 け を

求 めて主 に祈 りま した。 次 に私が 教 え ま し

た。私 の信仰 は まだ嬬 れ動 いて い ま した。

しか し， 彼 らの返事 には何 の ため らい もあ1

りませ んで した。 什分 の一 を含め ，教 え ら

れ たすべ ての 戒め に従 うこ とを約 束 して く

れ たの です。 私の 心 は平安 に 包 まれ ま した。

しか し 「信仰 の薄 い者 よ」 とい う救 い主 の

言葉 を思 い浮 かべ て，恥 ずか しくな りま した 。

クエ ンカ さんの家 族 はバ プ テ スマ を受 け

ま した。 ク リスマ スの 日に この家族 は， 彼

らにで きる唯一 の贈 り物 を下 さ い ました 。

それは彼 らの 愛 と彼 ら 自身で した。.クエ ン.
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カさんの家 族 は， 歌 と踊 り と物語 を通 して

メキ シコ人 の文化 を紹介 して くれ ま した。

私 たち はお もちゃ と食物 をプ レゼ ン トしま

した。 それか ら クエ ン カ兄弟 が 中心 に なっ

て， ク リスマ ス の祈 りを捧 げ ま した。 その

夜 遅 く，私 は1日 の 出来事 を振 り返 っ て思

い ま した。 き ょ うは私 の生 涯 で最 も素 晴 ら

しい ク リスマ ス だ った， と。 クエ ンカ さん

の 家族 はす べ てg)も の を， つ ま り彼 らの愛

を贈 って下 さっ たの です 。

や が て1月 が来 て， 私 の伝 道 も終 わ りに

近づ き ま した 。 その 日は断 食安 息 日で，私

は スペ イ ン語 を話す 会 員 のた めに証 会 の通

訳 を頼 まれ て い ま した。す る と， クエ ンカ

兄 弟が証 をす るた めに 前 に出 て来 るで は あ

り ませ ん.か。私 は それ を見 て胸 が い っぱ い

に な りました。

クエ ン カ兄 弟 は説教 壇 の 前 に誇 らし気 に

立つ と，.話し始 め ま した。 それ を聞い て，

私 のほ お を温か い 涙が伝 って い き ま した。

「宣教 師 を私 の家 庭 に遣 わ して下 さ った主

に感謝 します 。バ プテ スマ を受 け て什 分 の

一 を納 め る よ うに なっ てか ら
，私 の家 では

食べ物 に 困 らな くな りま した。 時 には， そ

れ が どこか ら来 るのか 自分 で も分 か らない

こ と もあ ります。」

今， 私 の伝 道は 終 わ りま した。 しか し私

は ， メ キシ フ人居 住 区の 質素 な家 の こ とを

決 して忘 れな いで し ょう。主 が私 に信 仰 と

従順 と， そ して祝福 につ いて教 えて下 さっ

たあの 家 の こ とを。

ブ レッ ド ・R・ グ ラ デ ン ・ジ ュニ ア

ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 の 学生 ， ユ タ州 プ ロ

ギの 宣教 師訓 練 セ ン.ター(MTC)の スペ

イ ン言吾教 師 。.



私があなたを

遣 わ した

キ ヤサ り一 ン ・ス コ ツ ト

私 は廊下で 最近転入してきたひとりの
姉 妹 と話 を して い ま した。 扶助 協 会会

長 で あ る私 に は，新 し く入 って来 たす べ て

の姉 妹 とあい さつ し， 私 た ちの歓迎 の気持

ち を伝 え る責任 が あ りま した 。 その時 私 は

急 ぎの 用が あ っ たため ，姉 妹 との話 もそ こ

そこ にそ の場 を去 っ たの ですが ， 彼女 の こ

とが何 とな く気 が か りで した。 で も， そ れ

は思 い過 ご しか も しれ な い と， 私は 気 に留

め ない で い ました。

2週 間ほ どして， 家事 を して い る と，心

の 中に 「○ ○ 姉妹 に話 しか け な さい」 とい

う思 い がわ いて きたの です 。 「彼女 に何 を

話 した らいいの か しら。」私 はつ ぶや きま し

た。 す る と， こ う答 えが返 って きま した 。

「私 が あな た を遣 わ した と伝 えなさい
。」私

は これ が主 か らの言 葉 で あ る とわか っ てい

ま した か ら， み た まの勧 め を無視 す るこ と

は で きませ んで した。

次 の 日曜 日， 私 は この姉妹 を捜 して，個

人的 に お話 したい と伝 え ま した。私 は彼女

に何 を話 す つ も りだ ったの で しょ う。み た

まの ささや きが あ ま りに も強 い印象 を残 し

た ため， それ までの 私 は心 をあや つ られて

い るか の よ うで した。 「困 った こ とが ある

彼女から不幸のわけを聞いた時，私は自分が

彼女の苦しみをわかってあげられるひとりで

あることが，はっきりとわかりました。
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ので はな いです か。」私 はや っ との こ とで姉

妹に 言い ま した。「主が 私 を あなたの ところ

に遺 わ された のです 。」す る と驚 いた こ とに，

彼女 の 目か ら涙 が あふ れ， ほ お を伝 い ま し

た。 それ.は自分 をみ じめに 思 う涙 で はな く，

喜び と感謝 の涙 で した。

「この2カ 月
，私 は 自分 の問 題 をだれ に

打 ち明け た らい いのか 主 に尋 ね求 め てい た

の です。」彼女 は こ う答 え たの で した。

私 は彼 女の 目を まっす ぐ見 て言 い ま した。

「姉 妹
， あ なたが どんな問 題 をか か えて い

るのか わか りませ んが ， それ を打 ち 明け る

相手 は この私 だ と思 い ます よ。」

彼女か ら不 幸 のわ け を聞 いた時 ，私 は 自

分が 彼女 の苦 しみ をわか って あ げ られ るひ

とりであ るこ とが ， は っ き りとわか りま し

た。私 も同 じよ うな経 験 をした こ とが あ っ

たので， 彼女 の気持 ちが よ くわか り， 励 ま

す こ とが できた のです 。私 は こ う思 い ま し

た。 内密 にす べ き個 人的 な事 柄 は監 督に伝

えて その知 恵 と権 能 に頼 るのが 当然 な こ と

ですが， それ以 外の こ とな らば， だ れか が

理解 の心 を もって聞 いて あ げ る こ とでず い

分 と苦 しみ が軽 くな る もの だ とい う こ とで

す。

み た まはほか に もた びた び この よ うな助

け を差 し出す よ う， 私 に ささや きか け ま し

た。 その たび に私 はいつ も思 いがけ な い結

果に驚 か され ます。 私 た ちのだ れか が み た

まの勧 めに 従順 に従 い， 話 を聞 い て あげ る

こ とをしない な ら， 主 はほ か に どの よ うな

方法 でみ業 を達 成 され る とい うの で し ょ う。

キ ャサ リー ン ・ス コ ッ ト.

5児 の母 親， 英 国 セ ン トオー ル バ ン ズス テ.

一 キ部 の広 報 デ ィレクター として働 いて いる。
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聖徒 たちの集 う

礼拝堂を

ロ ナ ル ド ・C・ パ ー カ ー

礼 拝堂腱 てることには・土地の購入や
業 者 との交 渉 を越 え た何 かが あ ります 。

数年 前 ， ソル トレー ク ・ハ ン ター 西 ステー

キ部 のエバ ンズ ・T・ ドクシー ステー キ部

長 の副 ス テー キ部長 とじて働 い てい た私 は，

建築 用 地 を獲得 す る責 任 を受 け ま した。教

会 の急 激 な発展 に よって ど.うして も教 会堂

を建 て るこ とが急務 とな っ て きたの です 。

当時， ス テー キ部 で礼 拝堂 を持 って い る と

こ ろは2箇 所 しか な く， そ の2箇 所 の建物

でそ れ ぞれ4つ のワー ド部 が 集会 を開 いて

い る状 態 で した。
.私 た ちは祈 りの気持 ちで ひ と

つ の 用地 を

選 び， 数 カ 月間 にわ た って交 渉 して きま し

たが， 結 局 その用 地 を購 入す るこ とはで き

ませ んで した。 次に北 方 の用 地 を選 び ま し

たが， 都 市計 画 の関係 で 問題 が あ りました 。

また 南の 方面 で選 ん だ土 地 は，事 前 の調査

の段 階 で 政 府 か ら建 築 許 可 が お りな い こ

とが わか りま した己4番 目に選 んだ 用地 は

距離 の点 と， 土地 が 斜面 に な6て い るの で

下 水 を引 くのに 費用 がか か る とい うこ とで



駄 目に な りました。

そ して それか ら2年 が過 ぎま した。 ほ と

ん どすべ て の ワー ド部 が も うす で に分割 し

て いな けれ ばな らない状 態 に来 て い ま した。

早急 に何 らか の対 策 を講 じなけ れ ばな りま

せ ん。

ドクシー ステー キ部 長 は ステ ー キ部全 体

に， 主 の助 け を求 め て 断食 と祈 りをす る よ

う呼 びか け ま した。 そ れか ら2日 後 ，最 初

に購 入 を予定 して いた用地 の地 主か ら電 話

が あ り， 土地 を売 って もよい と言 って きま

した。

また，当時ステー キ部分 割の話が 進 められ

て いた こ と もあ っ て， ドクシー ス テー キ部

長 か ら，今 度 は新 しい ステー キ.部セ ン ター

の用地 を購 入す る責任 を も らい ました。 私

た ちは 入念.に調査 し， 祈 り， そ してハ ン タ

ー 第.6ワ ー ド部 のふ た りの会 員 が所 有す る

1.6ヘ クター ル の土地 を選 び ま した。.監督

の手 配 で，私 は その2家 族 の人 々'と会 うこ

とにな りま した。 最初 の 家族 は0.8ヘ クタ

ー ルの土 地 を寄付 す る こ とに快 く応 じて く

れ ま した。 ところが， もう一 方 の家族 の 方

の夫 は まだ改 宗 して1年 位 しか た って いな

い 人です が， 彼が こ う.言っ たの です 。 「そ

れ で皆 さんが なぜ 私 た ち を呼 ば れ たのか が

や っ とわか りま した。」

彼 は前 の晩 に夢 を見 て， 夢 の 中 で この同

じ部屋 に呼ば れ た と言 うの です 。 そ こには

きょ う と同 じ人 々が座 って い ま した。 そ し

て私 が， 彼 の隣 の 人が ステー キ部 セ ンター

の ため に0.8ヘ クター ル の土 地 を寄付 す る

こ と を承 諾 して くれ た こ とを説 明 し， その

人に も残 りの半分 を譲 って くれ な いか と頼

んだ とい うの です 。 彼 はす ぐに奥 さん を起

こ し， その夢 の こ と を話 して また眠 りま し

た。 ところが しば ら くして また 同 じ夢 を見

たの です 。 そ こで も う一 度奥 さんに話 して

寝 ま した。 ところが また同 じ夢 を見 ま した。

とう と う3度 同 じ夢 を見 ， その度 に奥 さん

を起 こ して その こ と を話 した とい うこ とで

す 。つ いに奥 さんは こ うい い ま した。 「神

様 にあの土 地 は教 会 でお 使 い下 さ い と.言っ

て寝 て下 さい よ。」

現在 その土 地 に新 しいス テー キ部セ ンタ

ー が建 て られ て い ます
。

ステー キ部 の分 割 の後， 再 び ドクシース

テー キ部長 が こ の新 しいハ ン ター ・セ ン ト

ラル ス テー キ部 を管理 す る よ うにな りまし

た。 そ して，再 び 私 に ある建築 用地 の購 入

を頼ん で き ま した 。そ の土地 の所 有者 は ス

テー キ部 内で も最 も忠実 な未 亡 人の会 員 で

した。 この 話 を持 って い くと， その会 員 は

土 地 を売 るつ も りは ないが， ステー キ部 に

寄 付す るの で あれ ば喜 んで致 し ます と言 っ

て きたの です 。

この よ うな経 験 を通 して，私 は 立派 な教

会 員 の忠実 さ，愛，そ して心の広さ に何か 今

まで になか った新 鮮 な もの を感 じました。

と同時 に， こ う した実 際 的 な働 きの中 に も

いつ も主 の助 けが あ る こ とを改め て知 った

ので した。

ロナル ド ・C・ パ ー カー

弁 護 士 ，9人 の子 供 が い る。ソ ル トレー ク・

ハ ン ター ・セ ン トラ ル ステ ー キ部 第一 副

ス テー キ部長 。
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犠牲を通 してもたらされる

成長 と発展

カ ー マ ・T・ プ リー トと 日イ ・A・ ブ リー ト



1977年 に・新 設 された カナ ダの オ タ ワオ.
ン タリオステニキ部 は独 特 のチャレンジ

に 直面 して いま した。.この大 きなステー キ部

本部 は， オ タワ のい くつか の伝 道 部 を初め

として， 東 オ ン タ リ.オとケベ ッ ク州 の一部

とニ ユー ヨー ク州 北部 を食 んで い ま した。

したが って この新 しいステーキ部 は，いろい

ろ な人種 に よ り構 成 されて い ま した。 その

中 には カナ ダの モ ン トリオー ル の 中国 人支

部 もあ り， 香港 伝道 部 か らのふ た りの 宣教

師 が伝 道 を手伝 って い ました し， カナ ダの

ホー クスベ リー に は フ ランス語 と英 語 の2

力国語 を併 用 して い る支部 が あ り， またニ

ュ ー ヨー クのセ ン トリジスイ ンデ ィア ン保

留地 にあ る ホー ガン ズバー グには， レーマ

ン人だ け の支部 があ る とい う具 合 です 。

新 しい ステー キ部 で今 す ぐ必要 とされ て

いたの は， 適 当な建 物 の建築 で した。 とい

っの は， 多 くの ワー ド部や 支部 は， 公 会堂

や 学校 を借 りて集 会 を開 いて いた ので す。

私 た ちの ステー キ部 の ボ イデ ン ・E・ リー

ステー キ部 長 は， この地 域 で教 会が も っ と

急 速 に発展 す る前 にふ さわ しい礼拝 堂 を建

て るべ きだ と感 じて い ました。.ステー キ部

建 築5力 年 計画 が始 ま りま した。 けれ ど も

最 初の年 の 終 わ りには， その成 果 はわ ずか

な もの で した。

そ こで ステー キ部 長会 は 必要 な額一100

万 ドル を2年 間で集 め.るための 特別 プ ロ グ

ラムの実 施 を決 定 しま した。 リー ステ ー キ

部長 は この 決定 につ いて とて も心配 して い

ま した 。 イ ンフ レー シ ョンの期 間 で あ り，

財 政 的圧 迫 が あ るのに， 短期 間 に この よ う

な 巨額 のお 金 を， ステー キ部 の会 員 た ちに

どの よ うに してお願 いすれ ば よい ので しょ

う。彼 は， ス テー キ部特 別 大会 の準備 を し

て い る時， ステ ー キ部 内の会 員 た ちに特別

な祝福 と約 束 を宣 言 し， この約 束 を， 個 人

の祝福 を与 え る時 と同 じよ うに， 神権 の力

に よっ て結 び固 め る必要性 を強 く感 じて い

ちゆう ち よ

ま した。 彼 は初め 躊躇 して い ま したが， ど

うして もそ の考 えが頭 か ら離 れ なか ったの

です 。

大 会では特 別 な ステー キ部 建築 資金 獲得

プ ロ グラムが 提示 され ま した。成 人会 員は

大 会 に来 る前 に 断食 と祈 りをす る よ うに求

め られ てい ました。大 会 の終 わ りに， リー

ス テー キ部長 は ス テー キ部 内の会 員 に特別

な祝福 が 与 えられ る こ とを宣言 し， もしで

きる限 りの ことをす べ て行 な うならば，主 は

扉 を開か れ， 自分 たち の建 物 で集 会 を開 く

.こ とが で き るよ うに して下 さる と約 束 しま

した。 この約 束 は神権 の力 に よっ てギ 人一

人 の会 貝の上 に結 び固め られ ま した。

結果 は本 当 に驚 くべ きもの で した。8カ

月 間 も仕 事 を見っ け る こ とが で きなか った

あ る帰還 宣教 師 は，支 部長 に献金 の額 を提

示 され た時 には懐 疑 的 で した。 けれ ども，

彼 は主 に， もし収 入が あれ ば喜 んで払 い ま

す ， も し必要 と され るので あれ ば もっ と多

くの額 を払 い ます ， と言 い ました。 その 日

に交 渉 した最 初 の雇 い主 は， 彼 をす ぐに本

採 用 と し， 彼は翌 日か ら仕事 を始 め ました。

そ して2日 後，受 け取 った 賃金 の額 は大変

な もの で した。 、

店 をたた もう として いた あ る実 業家 は，
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ふ と した こ とで 製品 を改 良す る方 法 を思 い

つ きま した 。彼 は さっそ ぐそれ に取 り組 み，

間 もな く満 足 の い く製 品 を作 るに 至 り ま.

した。 そ して以 前 よ り高 い売 り上 げ 高が 記

録 されたの です 。

ある公務 員の 会員 は， ど うした ら支 部 長

に提示 され た額 を支 払 え るだろ う.と考 えて

い ま した。 導 き を求 めて祈 って いた 時 に，

考 えが 湧いてきました。 「賃金 の 引 き上 げ を

願 うこ とだ 。そ れ しか ない。」導 きが あ ま り

に も鮮 烈 だっ たので ，彼 は その通 り実 行 す

る こ とに しま した。 自分 の財産 か らい くら

払 えるか を計算 し， 足 りな い額 に見合 った

引 き上 げ額 を申 し出たの です 。驚 いた こ と

に， その要 求 は認可 され ま した 。 さ らに そ

れは過去1年 間 に さか のぼ って な され たの

で， 彼は求 め られ た額 を考 えて い たよ りも

ず っ と早く 支払 うこ とが で きた の で した。

ある4人 の子 供 の母親 は，家 族 と共 に 台

所の テー ブル の まわ りにひ ざ まず いて割 り

当て られ た額 を払 うため の助 け を祈 り求 め

ま した。 その晩 彼女 は， 隣 の婦 人か ら電 話

を受 け ま した。定 期 的に小 さな子供 の世 話

を して もらえな いだ ろ うか との こ とで した 。

この姉妹 は6週 間前 に子供 の世 話 をさせ て

くれ るよ うに 申 し出 てい たの です が， 謝礼

が 高す ぎる とい う理 由で 断わ られ て い ま し

た。 とこ ろが そ の隣 人は， その午篠 に， こ

の姉 妹 な らだれ よ りも心 の こ もった世 話 を

して くれ るだろ うとい うこ とを強 く感 じた

のです。 心 の こ もっ た世 話 は お金 に は代 え

られな い と， その隣 人は考 えたわ け です。

か つて戦 争 で抑留 され た こ との あ る兄弟
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は， 預 金 口座か らお金 を引 き出 さな けれ ば'

な りませ ん で した。 その お金 は，他 の特別

な 目的 の ため に とっ てお い た もので した 。

ところが その後 で， カナ ダ 人の ため の抑留

者年 金 を受 け る資格 が あ る こ とが わか りま

した 。年金 は さか のぼ っ て与 え られ た ため ，

そ の総額 は ，彼 が建 築 資金 を支 払 うため に.

引 き出 した 額 とほ とん ど差 が あ りませ んで

した。

ほか にも同 じような経 験 を した人が た くさ

んい ます 。仕事 が見つ か り，昇 進 が得 られ，

表 面上 価値 のな い よ うに思 われ た投 資が有

益 な もの とな り， ず っ と忘 れて いた銀 行 口

座 が 見つ か り， 中に は財産 を相 続 した人 も

い ま した。

チ ャレ ンジが 出 された2年 後 には， ステ

ー キ部 建築 資 金 として80万 ドル 以上 が集 ま

りま した 。 その後3つ の礼 拝堂 が完 成 し，

ふ たつ が建 設 中 です。 また4つ が建築 を認

可 されて い ます。 これ らの建 物 が完 成す れ.

ば ， ステー キ・部 内の16の ワー ド部 と支 部 が

新 しい礼拝 堂 を持つ こ とに なるの です。

今 ， ス テー キ部全 体 に 「犠牲 は天 よ りの

祝福 を もた らす 」(英 文 讃 美歌147番)と い

う原則 が 浸透 してい ます。そ して この特 別建

築計 画 は， 霊性 が高 ま り改 宗者 のバ プテ ス

マが 増 え てい る こ とで実 を結 ん でい ます。

1980年7月6日 ， その 設立 か らたっ た3年

半後 に， ステー キ部 は， オ タワ オン タ リォ

ス テー キ部 とモ ン トリオー ル ケベ ックマ ウ

ン トロ「ヤ ル ステー キ部 とに分 割 され将 来

の成 長 と発展 のため の基 をお いたの です 。 .
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シオンへの夢は彼を戦場，

そして世界一周の旅へと向かわせた。

頃 は11月 ・ ウ ィ リア ム.ウ ッ ドは 足 取 り
も重 く， 霧 のか か った イ ギ リスの いな

か 道 を家に 向か って 歩 いて いた。 まだ十 代

の この若 者 は見 習 い と して働 い て いた 肉屋

を首に され て きたばか りで あ った。 それ も

良 い働 き口を見つ け る な どとて もで き そ う

に もな い時代 に であ る。 彼の心 は 痛み 苦 し

ん でい た， とい うよ りもそれ は怒 りだ った

のか も知 れ ない。 彼 は主 人の ブ ラ クソー ル

の ため に一生 懸命働 いた。 そ れな のに ，末

日聖徒 に な った とい う理 由だ けで， 首 に さ

れ て しまっ たので あ る。 この こ とを聞 い た

ら両親 は何 と言 うだ ろ うか， の ろ の ろ と歩

きなが らそれ を考 え る と気が 重 くな った。

ウ ィ リアム は1837年 に生 まれ， 両 親 の手

に よって生粋 の英 国 国教 会 の会貝 に育 て上

げ られ た。母 親 も熱 心 な会員 で， 随分 と小

さな内 か ら彼 を幼 児学 校 に入 れ， そ こで 彼

は文 字 の読み 書 きだけでな く， 「全 人類 の た

め に死ん で下 さっ た救 い主 が お られ る とい

っこ と」 を学 んだ 。 また 日曜学 校 に 出席す

る歳 月の 中で， 彼 自身 が言 う 「神 聖 な事 柄

を敬 う心」 を教 わ っ た。

ウ ィ リアムが 初め て末 日聖 徒 と出合 っ た

のは，13歳 の時 で あ った。使 いで父 の とこ

ろへ行 く途 中， あ る家の 窓 を幾 人か の子供

た ちが物 珍 らしそ うにの ぞ き込 んで い るの

を見 て， 彼 もその窓 の ところ に寄 って み た。

突 然 ひ と りの紳士 に招 き入れ られ て 中に 入

る と， モル モ ンの集会 が始 まっ てい た。

彼は昔 を思 い起 こ して こ う書 いて い る。
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ウ ィ リア ム ・ウ ッ ド

「私 はそ の部屋 の隅 の 方 に席 を取
っ た。 そ

こは とて もひ どい所 で， とて も神聖 な聖 餐

の儀 式 を行 な うに ふ さわ しい場 所 とは思 え

なか った。」 しか し聖 餐 は配 られ， 讃 美歌，

説教 と続 いた。最 後 の話 し手 は後 に大管 長

会 の一貝 として仕 えた イ ギ リス人 の改宗 者，

チ ャー ル ズ ・ペ ン ロー ズで あ った。 神会 に

つ いて のそ の話 は 「神 に 関す る私 の 混乱 し

た考 えを完全 に覆 して し まった 。」 「その説

教 が だれ かの 心 に触 れた と した ら， それ は

まさし く私 の心 にである」と彼 は書 い て い る。

こ っして，子 供 の時 に聞 い た教会 の教 え

に対 す る疑 問 は年 ご とに深 まっ てい くよ う

だ っ た。15歳 の時， 彼 は親 元 を離 れ， 肉屋

の見 習 い にな った。 彼が 初 め て下宿 した先

の主 人 は独 立教会 派 に行 って いて， 何 とか



して この若 い下 宿 人の宗 旨 を変.えよ う と し

たが 思 うよ うには な らなか っ た。 この 時の

経験 は ， ウ ィ リア ム 自身 も認 め て い る よ う

に， 彼 の 「宗教 上 の考 え をか な りぐらつか

せ た」 の であ る。近 くの修 道院 に いつ もの

肉 の配達 をす る時 に も， そ この カ トリック

の尼 僧 と宗 教 につ いて論 じ合 った。

心 を悩 ま して いた この頃 ，彼 は親 友 の ジ

ョン ・M・ ブ リッジが 末 日聖 徒 に な った と

い うこ とを聞 いた。 当時 モル モ ンは彼 が住

ん で いた 「町 のすべ て の善 良 な人 々か ら良

か らぬ 評判 をたて られ て いて」，ウィ リアム

は ジ ョンの 改宗 をひ ど くた しなめ た。 しか

しあ る晩の こ と，仕 事 が終 わ ってか らジ ョ

ンはか つ ての学 友 に 回復 され た福 音 の 幾つ

か の原 則 を説明 したの で あ る。 ウィ リアム

は その 教 えが 理にか な っ た もの で あ る とい

う感 じを受 け， エセ ッ クスの モール ドン支

部 の集会 に 出 てみ よ う と.約束 した。 そ こで

耳 に した教 え と暖か な雰囲 気 は彼 の心 に強

い 印象 を与 えた。

3週 間後 ， ジ ョンは モル モニ ズム につ い

て ウ ィ リア ム と話 し合 った。 ウ ィ リア ムは

巡 回長老 の ジ ョセ ブ ・シルバ ー とジ ョン ・

リ.ン.ゼー にバ プ テス マ を受 け た い と申 し出

たの で あ る。そ して1855年4月 の末， モー

ル ドン を流 れ るブ ラ ックウ ォー ター 川 でバ

プ テ スマ を受 け， 程 な くして ア ロ ン神 権 の

祭 司 の職 に聖任 され た。

とこ ろが こ う して心 の安 ら ぎを得 た代 わ

りに犠 牲が 求 め ちれ たのである。 「私 がモル

モ ン にな っ た とい うこ とはた ち まち知 れ渡

り， 人々 は私 を嘲 り， ジ ョー ・ス ミス， ブ

リガム ・ヤ ン グな ど と呼び ，私 だ け でな く，

ふ た りにつ いて も悪 口雑 言 を並べ 立 て た。」

友 人， 親戚 ， 客，.前に通 っ た 日曜 学校 の教

師 たち は 「私 が 間違 っ てい る とい うこ とを

分 か らせ よ うと して きた。」1855年 は(後 に

彼の義 父 とな った)サ ミュエ ル ・'ジェ ン ト

リー とい う聖 任 され て 間 もない祭 司 に随行
.し

，周辺 の村々 で公開 説教 をして回 る 日が毎

日の よ うに続 い た。 説教 を行 な った のは ジ

ェ ン トリー 兄弟 で， ウ ィ リアム は祈 り手 と

して そ れ を助 け てい た ので あ るが ，彼 の親

戚 は ， 「あの小 さな ビ リーが説 教 をす る」と

い うこ とで これ らの集 会 に来 て 説教 を聞 く

こ と も時々 あ った 。親戚 の 中に は 人々の前

で彼 をばか にす る者 もいたが ， その よ うな

仕 打 ち もウ ィ リアム に 「さ らに 強 く真理 の

原則 に付 」 かせ ただ け であ った 。

ブ ラ クソー ル 氏 とそ の家 族 は 自分 た ちが

属 す る教 会 の 日曜 日の集 い に，何 度 もウ ィ

リア ム を連 れて 同席 した ご ともあ ったが，

や は りこの若 い 見習 い を何 とか元 の信 仰に

戻 らせ よ う とした。何 度 もか な りの話 し合

い を したが， 平行 線 をた どるだ けで あ った。

そ して最 後 に，上 得意 の客 を失 うこ とを恐

れ ， 「モ ルモ ン教 を捨 て るか，それ とも他 の

仕 事 を見つ け るか 」 の どち らか を迫 った。

「だ ん な様
，何 として も 自分 の信仰 を捨 て

るこ とは で き ませ ん。 お い とま をいた だ き

ます。」 これが ウィ リアム の答 えだ った 。

職 を失 い，落 胆 して は いた もの の， こ と

の 次第 をテム ズ河 口に 浮か ぶ シ ェピ「 島の

クイー ズバ ラに移 って 間 もな い両親 に説 明

しなけ れば な らなか った。今 や 彼が一 番心

に 思 うこ とは， 英 国の 多 くの改 宗者 がす で

に.して い る よ うに， シオ ンへ 移 り住 む こ と

で あ った。 道々彼 はユ タへ行 く.ための十分

な お金 を稼 ぐに は ど う した らよいか を考 え
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て いた。

両親 の新 しい住 ま いに着 い た ウ ィ リ.アム

は暖 か く迎 え入れ られ た。 しか し両 親 は息

子 が職 を失 っ た こ とを聞 くと， モル モ ン教

を捨 て，ブ ラク ソー ル氏 に赦 して も ら うよ

うに と説得 した 。「母は とて も悲 しん だ」とウ

ィ リア ムは言 って い る。彼 らは息子 の収 入

の道 が絶 たれた ことを憂い， 「私 は神 の み手

の 中に あ り，信 じて い る神 の戒 め に従 うな

ら，仕 事 も見つ かる と思 う」 とい うその宗

教上 の楽 天論 に は何 の慰 め も感 じる こ とが

で きなか っ た。

ウ ィ リア ムは きっ とか な え られ る とい う

信仰 を持 ち， 父親 の助 け を得 なが ら仕事 を

探 して 島中 を歩 いた。 そ して シ ェア ネス の

造船 所が戦 争特 需 で活 況 を呈 して い る とい

うこ とを知 った。 当時， イ ギ リス， フ ラン

ス， トル コな どの連 合 軍が ク リミア半 島(黒

海 をは さみ トル コの対 岸に位 置 す る)!で ロ

シア軍 と激 しい戦 火 を交 えて いた の であ る。

イ ギ リス軍 の部 隊 と納 入 契約 を結 ん で い

た フ ィルモア とい う食 肉商 は，ウィリアム を.

若 くて腕 も未 熟 だ ろ う と考 えて い たが， 彼

が実 際に 肉 を切 る ところ を見 て， その 気持

ち を変 え， 雇 うこ とに した 。給金 は と言 え

ば，何 とブ ラ クソー ル氏 の ところの2倍 以

上 の額 で あ った。 それか ら60年 後 ， ウ ィ リ

アム は こ う書 いて い る。「あの 時 給 金 が 増

えた のは， この教 会 の教 え を否定 しなか っ

た こ と， また この 山あ いの地 に何 と してで'

も来 た い とい う決心 と祈 りに応 え て主が 下

さった祝 福 で あ る と， 今 で も信 じてい る。」

後 に ウィ リア ム は大 きな 肉のか た ま りを

持 ち上 げ よ う として 背 中 を痛 め， 海軍 造船

所 で働 くこ とに したが ，給 金 は前 と同 じ額
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を もら うこ とが で きた 。港 での 仕事 は 面 白

か った 。 そ して そ こ を利 用 す る 多 くの船 の

毎 日の 出入港 の様 子 を注 意 して 見 てい た。

あ る時， イギ リス海 軍 のユ ウ ロ タス とい う

名 の軍艦 が近 い内 に南太 平 洋 に向 けて 出航

す る とい う こ とを耳 に し， そ こです ぐに シ

オ ンへ行 くため の計 画 を立 て た。彼 は イギ

リス海 軍に志 願 し， 炊事 班 の乗 組員 として

ユ ウ ロ タス に配属 され たの で あ る。 心 には，

いつ の 日か カ リフ ォル ニア で下船 し， そ こ

か ら陸路 をユ タに取 る とい うこ とを考 えて

い た。

ところが， ス ク リュー 推進 船 に改 造 され

た，24門 の 大砲 を装備 す る この 旧式 ブ リゲ

ー ト艦 が港 を離 れ るや
， 彼 の その望 み はつ

い え去 って しまっ たの であ る。 突 然の集 合

が かけ られ， 司令 官 が極 秘 命令 を乗 員 に発

表 した 。 「全 乗組 貝 に告 ぐ， 本艦 は これ よ

りク リミア の戦地 に赴 く。。」

しか し艦 を操船 す る乗 組 員は 定 員の半 数

しか お らず， ウ ィ リア ム もわず か な内 に，

様 々な航 海 技術 を身 に付 け させ られた 。彼

は後 に こう書いている。 「私 は炊事 班 貝 とし

ての仕 事 をす るだけ で な く， そ れ を終 え る

と，砲 術班 の 手伝 い として， 彼 らの す る こ

とを何 で もさせ られ たの で あ る。砲兵 たち

は どん な時 で も優 れ た水兵 として働 い てい

た。 …… それ で私 は非 常 に老 練 な兵 の下 に

水 兵 としての重 要 な技 術 を身 につけ たが，

後 に な って いつ も思 い知 ら され て きた よ う

に ， それは ユ タで も役 立 って くれ たの で あ

る。」

リス ボン， ジ ブ ラル タル， ア ル ジェ， マ

ル タ， コン ス タンチ ノー プル な どの寄 港地

では， 上陸 して乗 組員 用 の 食肉 を調達 す る



のか 常 で あっ た。 しか しその航 海 の途 中 ど

こに行 っ て も耳 にす るのは 激裂 な ク リ ミア

戦争 の様 子 て あ った。

ユ ウ ロタス は いっ たん ク リミア半 島 を離

れ， その後 セハ ス トポ リの近 くに停 泊 した。

セ バ ス トポ リは双 方共 多大 の犠 牲者 を出 し

て戦 い， 結 局 イ ギ リス とその同盟 軍 か ロ シ

ヤ軍 を駆逐 した町 て ある。 ウ ィ リア ム に と

って何 よ りも うれ しか った のは， この戦 地

に野 営す るイ キ リス兵 の 中にか な りの数 の

末 日聖徒 か いて ，野 戦教 会 を組織 して いた

こ とで あ った。 彼 は熱心 に そ こに集 った。
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や が て戦 火 も鎮 ま り，ユ ウロ タ スは軍 需

物資 の残 りを積 み 込み ゲ シ ェア ネ ス 目指 し

て帰 国の途 に つ いた。 ウ ィ リア ムが あ いた

時間 を見つ け て家族 の も とに 帰 る と， 家族

は皆 「私が まだ， 彼 らに言 わせ れ ば怪 しげ

な宗教 を後 生大事 に して い るこ とに驚 い て

いた。」そ してその こ とは地 元 の聖徒 た ちに

とって も驚 きであ った 。そ れか ら彼は 炊事

係 ，水兵 としての腕 を高 く買 われ， また4

年 間， 軍艦 リトリビュー シ ョンに乗船 す る

よ うに との任 務 を受 け た。

「私 の正 式 の 任 務 は 食 肉の 係 で
，小 さい

が立 派 な仕 事部 屋 を与 え られ， そ このすべ

て を任 せ られ た。 そ の部屋 の 隅か ら隅 まで，

整然 とまた清 潔 に保 たれているか ，司令官の

点検 が毎 日あっ た。… …私 は4年4カ 月の

多 くをこの部屋 で過 ご した。」

リ トリビ ュ.一シ ョンは地 中海 で， ク リ.ミ

ア戦争 に用 い られ た兵器 類 を積 ん だ り，北

極 海 で消 息 を絶 った艦船 の捜 索 に 当た っ た

りしたが，1857年3月 ， 地球 を半周 して 中

国に行 き， そ こで現 地 の イギ リス艦 隊 に合

流 せ よ とい う命 令 を与 え られ た。 その途 中

では，ペ ルー に寄 り， 反乱鎮 圧 を支 援す る

こ とにな って いた。

リオデ ジャ ネイ ロで乗 組員 用 の 肉，果 物

な どの 買 い入れ を手 伝 うため に下 船 した時

には， 自分 はブ ラ ジルの 地 を踏 んだ最 初 の

末 日聖徒 の ひ とりなのだ とい う思 いが胸 を

よ ぎった。

1858年5月1日 ，21歳 の誕 生 日， ウ ィ リ

ア ムは許 可 を も らって他 の乗 組員 た ち とハ

ワイの ホ ノルル に上 陸 した。 イ ギ リス を出

航 す る前 に， ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 管長 が 太

平洋 の島 々に 宣教 師 を派遣 した とい う こ と
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を聞 いて いた ので， 聖徒 たち に会 えれ ば と

手 を尽 くしたが ， 「彼 らにつ い て何 の1青報 も

得 る こ とが で きなかった。」彼 は知 らなか っ

たが ，教 会 は太平 洋地 域 で働 く宣 教 師 た ち

に， 当 時ユ タに進 軍 中 の合衆 国軍 か らシオ

ン を守 るた め に， で きれ ば帰 国す るよ うに

と言 っ てい たの で ある。 そ して皮 肉 な こ と

に， ハ ワ イで伝道 して いた宣 教師 の最 後 の

ひ と りが 島 を後 に した まさ し くその 日が ，

ウ ィ リアムが ホ ノル ルに上 陸 した 日で あっ

た。

教会 との何 の交 わ りもない状 況 の 中で，

ウ ィ リア ムは 自分 で 自分 の信 仰 を養 い続 け

た 。乗船 す る時 に持 って きて おい た 「教 会

の本 」 を何 度読 み返 した こ とであ ろ うか 。

彼 はア ロン神 権の祭 司であ ったが ， 「祭 司に

は聖 餐 の儀 式 を執 行 す る権能 が あ る とい う

こ とを学 ん で いた」 の で，船 内の 自分 の仕

事 部 屋 で ひ と りで聖餐 式 を行 なっ て もよ い

の では な いか と考 えた。 「私 は何 度 も祈 り，

儀 式 を行 な うこ とを許 して下 さる よ うに と

主 に請 い願 った。」と彼 は言 って い る。日曜

日， 乗組 員 のため の礼 拝集 会 が終 わる と，

ウ ィリアムは 自分 の部 屋に戻 り， 「軍 用 の堅

いパ ン と水 をテー ブ ルの上 に置 き，祈 りを

さ さげて か ら， パ ン と水 を祝福 した ま え と

願 い求 め， それ を 口に したの で あ る。 これ

に よって私 は 多 くの霊 的 な力 を得 るこ とが

で きた。」

数 週 間 して 香港 に着 くと， そ こで は フ ラ

ンス， イ ギ リス軍が 中国 と戦 って い た。 リ

ト リビュー シ ョンは クル ーザー ， ヒュー リ

ア ス， リー， ダブ の4艦 に合 流 し， 何 カ月

に もわた って戦 闘 を続 けた 。 この艦 隊は揚

子江 をさか のぼ り， 南京 で苛 烈 な戦 闘 を行



な った。 「相 手 側 の 砲 が すべ て沈 黙す る ま

で」南 京 の町 を砲 撃 し， これ に よ って戦 争

の 終結 を1歩 進め たの で あ る。 その翌 日の

戦 闘 で リ トリビュー シ ョンは か な りの損傷

を受 けた 。砲撃 で足 を飛 ば され仲 間 を助 け

よ う として も うひ と りの水 兵 が片 腕 を撃 ち

飛 ば され る とい う恐 ろしい光 景 が ウィ リアム

の 前 で演 じられ た。 リ トリビ ュー シ ョンは

「射程 距 離内 に弾 丸 を雨 あ られ と浴 びせ
，

24ポ ン ド砲 は 幾つ もの 大 きな建 物 を燃 え上

が らせ ， 人々 は群 れ をな して逃 げ まど った。

や がて 中 国政 府 は 降服 し， リ トリビュー シ

ョ ンは 香港 に あ るイ ギ リス軍 の ドックに戻

った。

次に 来 た命令 は イ ギ リス政 府 か ら日本の

大 君に贈 る特別 な帆船 を 日本 まで護 送 す る

とい うもの で あ った。1854年 ， か の有 名 な

ア メ リカ海 軍提 督 マ シュー ・C・ ペ リーの

来 訪 の 結果 と して， 日本 は4年 ばか り前 に

開港 し，通 商 条約 を結 んで い た。 ウ ィ リア

ム は この地 を訪 れ た最初 の末 日聖 徒 と思 わ

れ る。 上陸 後 の旅 は彼 の心 を躍 らせ た 。 日

本 人 は彼 の心 に強 い印 象 とな って残 った。

「私 は 日本 人 の中 に並 みは ずれ た進 取 の精

神 を見 た。 そ れはか つ て出会 った いか な る

人 々の 中 に も見た こ との ない もの であ った 。

私 は彼 らに福 音 を伝 えた い とい う気持 ち を

覚 えた 。」それ か ら何年 もの歳 月が 流れ ，ユ

タの地 で七 十 人 の責任 を果 た して い た時，

彼 は 日本へ の伝 道 に召 され る よ うに と何 度

も祈 った。 しか し，1901年 ヒーバ ー ・.J・

グラ ン ト長 老が 初め て伝 道部 を開 いた時 ，

そ の任 を受 け るに は年 をと り過 ぎてい た。

リ トリビュー シ ョンは英 国東 イ ン ド艦 隊

に編 入 され，世 界 をまた にか け る巡航 を続

け た。 セ イ ロン沖合 では3カ 月 をかけ て，

沈 没 した郵 便船 か ら貨幣 ，機 械 な どの 貴重

な 物 品の 引 き揚 げ を行 な った 。

セ イ ロン を離れ て 間 もな く， リ トリビュ

ー シ ョンは海 図 にな い珊 湖 礁 にぶつ か り
，

船 底 を破損 して しまった。 そ の危 険な漏 れ

口 をふ さ ぐために， 「私 た ちは船 底の穴に防

水 処理 をした大 きな帆布 を張 り」，港 に 向け

て 全速 で航 海 した。 ところが修理 のた めに

船 をボ ンベ イの イギ リス軍 ドックに3カ 月

間 入れ て い た時， 乗組 員 た ちが コ レラに感

染 して しま った。 「私 もそ れにか か って しま

い，病 院船 に収 容 され た。 私 は主 に助 け を

祈 り乗 め た。」そ して 回復 した 彼は他 の 乗員

た ちの看護 を手伝 った。

修理 が 済 ん だ リ ト リビュー シ ョンの最 後

の大 きな任務 は カ ラチか らアデ ン， す なわ

ちイ ン ドか ら紅 海 まで の電 信用 海底 ケー ブ

ル を敷 設 す る2隻 の大 型 蒸気 船 を援助 す る

こ とで あ った。 そ して1860年10月 ，帰 国 命

令 が下 った。 艦 は進路 を南西 に取 り再 び赤

道 を越 え，喜 望峰 回 りでア フ リカ西 海岸 を

北 上 した。 そ して，最 後 の赤 道 越 え を し，

3年 に わた る世 界1周 の 任務 を終 えて イギ

リスの ポー ツマ ス港 に入 っ たの は12月20日

の こ とであ っ た。 こ う して この若 いイ ギ リ

ス海 軍兵 は，世 界一 周 を した最初 の 末 日聖

徒 の ひ とり とな っ たの であ る。 勇敢 な服務

ぶ りをたた え る勲 章 を ポケ ッ トに入 れた 彼

は飛 ぶ よ うに して家 に帰 り， ク リスマ ス の

食卓 に着 い て いた家族 を驚かせ た。

(次号 に 続 く)
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エ クア ドルo美 しい首 都 キ トー で伝 道 し

て いた時 の こ とです 。私 は ひ とりの 若

い教 会 員 と出会 い ま した。 その 少女 は 自 ら

を完全 に 捧 げて 同胞 を改 宗す るため に働 き，

人々 の模 範 とな りま した。彼 女 の家 は貧 民

街 に あ るみす ぼ らしい もの で したが ， その

心 は だれ よ りも豊 か で した。

初 めて 彼女 に 会 った時 の こ とを，私 は忘

れ る.ことが で きませ ん。 彼女 は 背が低 くて

1メ ー トル50セ ンチ ぐらい， 薄茶 色 の髪 の

毛 が肩 まで たれ て， 先が 少 しカール して い

ま した。 しか し， 同年 代 の少 女 と著 し く異

な って見 え たの は， 彼女 に歯 が なか っ た こ

とです 。年 を とった 老 人で あれ ば少 しも不

思議 はな いの です が， ミ リア ンは まだ19歳

だ ったの です 。

「い った い ミリア ンの 歯は ど うしたの で

す か。」私 は彼 女 の家 を後 にす るとす ぐ同僚

に尋 ね ま した 。

「私 に もわ か りませ ん 。 ただ， だ れ もそ

の こ とに触 れ よ うと しな いの です 。」

しば ら くの 間 はそ の こ とが 気 にかか って

い ま したが ，伝 道 が忙 し くな るにつ れてす

っか り忘 れて しまい ました。 しか し，最 初

の訪 問か ら1週 間後 に，私 たち は再 び ミリ

ア ンの家 を訪 れ ま した。 彼女 の 父親 であ る

サ.ンチ ェス兄弟 は，1年 ほ ど前 に亡 くな っ

てい ま した。 残 され た家族 は， その後 大変

な苦 労 を重 ね て き ま した 。サ ンチ ェス姉 妹

は， 今 で は町 の 向 こ うまで働 きに出 なけ れ

ば な りませ ん 。 しか もそ れは， 洗た く女 と

い う安 い賃 金 で長 時 間働 く仕事 です。 そ の

結果 ， ミリア ン は学 校 を止め て，母 親 が働

きに 出て い る間， 家族 あ面 倒 を見 なけ れ ば

な りませ んで した。 また， ミ リア ンの家族

に は，昔 の家 を離 れ て一部 屋 しか な い現 在

の住 居 に 引 っ越 さなけ れ ばな らない事 情 も

あ りました。 私 た ちは この家族 の生 活状 態

に無 関心 で はい られ ず，定 期 的に訪 問す る

こ と を約 束 しま した 。

そ の 日 ミリア ンの家 に は， ローザ とい う

教 会 員で は ない友達 が来 てい ま、した。 ミ リ

ア ンに勧 め られ て，私 た ちは 彼女 に少 し福

音 を教 え ました。 しか し， 福音 に対 す る関

心 が な いこ とがす ぐに分か りま した。 それ

で もあ き らめ ず に，家 を訪 問 して家族 の方

に福音 を伝 えて も よいか どうか 尋 ね ま した。

ローザ は私 た ちの 申 し出 を受 け 入れて くれ

ま した。

.次の 日
， 私 た ちは ミ リア ンの家 に寄 って，

一 緒 に ロー ザ の家へ 行 って欲 しい と頼み ま

した 。 しか し驚 いた こ とに， ミ リア ンはい

ろい ろな 言 い訳 を並 べ て， 行 くこ とは で き

ない と答 えた の です。 私 たち は何か 隠 して

い るこ とが あ ると思 い， 行 け ない本 当の理

由 を尋 ね ました。 す る と ミ リア ンは次の よ

うに説 明 しま した。

「ローザ の 家 は
， 父 が死 ぬ以 前 に私 たち

が住 ん で いた家 の近 くに あ ります。 父が 死

ん でか ら， 近 所の 人 は母 につ いて ひ どい う

わ さ をす る よ うにな りま した。 あ る晩，私

は た ま らな くな って，母 の名誉 を守 り，私

の知 って い るこ.とが正 しいこ とを示 そ う と，

外 に飛 び 出 して行 きました 。 た ちま ち私 は

近所 に住 む数 人の 人 たち に取 り囲 まれ ま し.

た 。彼 らは私 をな ぐって思 い知 らせ てや れ

と言 い ま した 。 そ して， み ん なが私 に な ぐ

りか か っ て来 たの です 。ほ とん どが 顔に 当

た りま した。私 の歯 が1本 もないの は， こ

.の ため な のです 。」 ミリアンは 自分の 口を指.

して言 い ま した。

す べ て を話 して しま う と，.ミリア ンは ほ

っ と した様 子 で，'も.しど うして も行 って欲

しいの で あれ ば，一 緒 に行 きま し ょうと言
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いま した。私 た ちは 彼女 の 勇気 に心 を打 た

れ， 彼女 に行 って も らうこ とに しま した 。

約 束 の夜がや って きま した。私 は 同僚 と

一緒 にサ ンチ ェス さんの家 へ 向か い ました
。

とこ ろが ， 玄関 にサ ンチ ェ ス姉 妹 が いて，

ミリア ンに会 わせ るこ とは で きない と言 い

ま した。 「娘 をあんなひ どい所へ 帰 す わけ に

はい きませ ん。」断 固 と した 口調 に，私 た ち

は返 す言 葉 があ りませ ん で した 。 その時 ，

ミ リア ンの 声が 聞 こえ ま した。私 た ちは 耳

を澄 ませ ま した 。 ミ リア ンは母 親 に ，宣 教

師 と一緒 に行 くのに は特 別 な理 由が あ る こ

とを証 しま した。サ ンチ ェス姉 妹 は ，何 か
.問題が あ

った らす ぐに 引 き返 して来 るこ と

を私 たちに 固 く約束 させ る と， しぶ しぶ 承

諾 して くれ ました。

残 念な こ とに， ローザ の家 族 は教 会 につ

いて関心 が あ りませ んで した。 帰 る途 中で，

ミ リア ンは近 所 に住 ん でい る家族 の こ とを

思い 出 して 話 し始め ま した 。 その家 族の 男

性 と以 前に デー トを した こ とが あ ったの で

すが， 好 ま し くな い習慣 を持 つ 非常 に俗 的

な人 だった の で， それ き りに な ってい る と

言 うのです 。私 はみ た ま を感 じて， そ の 人

の家 に案 内 して欲 しい と頼 み ま した。 ミ リ

ア ンはひ どくため らって いま したが ， その

ル イズ とい う人が両 親や 息子 と共 に住ん で

い る家 に連 れ て行 って くれ ました。 玄関 に

現わ れた ルイ ズは私 た ち を見て 大変 驚 いた

様子 で した。 しか し，私 たち を家 に招 き入

れ る と，福 音 の メ ッセー ジを熱 心 に聞 いて

くれ ま した。 そ して，決 め られ た レ ッス ン

が終 わっ た後 で，こ う言 い ました。 「最近 私

は神様 の本 当 の教会 に 入 りた い と思 うよ う

にな りま した。 で も， どれ が本 当の 教会 な

のか， ど うした らそれ を見分 け るこ とが で

きるのか，私 に は分 か りませ ん で した。」彼
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はす でに悔 い改 め とい う第一段 階 を踏 ん で

い ま したが ，何 か もっ と必 要 な ものが あ る

と感 じて い たの です 。 彼 の心 は，私 たちが

主 の真 の教 会.の代表 者 で あ るこ とを理 解 し

ていま した。 彼 はは っ き りとそ う言 い ま し

た。 それか ら1.週 間後 に， ル イ ズはバ プ テ

スマ を受 け ま した。

私 た ちは ミ リア ン とル イ ズの助 け を得 て，

この地 域 で6週 間 の 内に25名 近 くの 人にバ

プテ スマ を施 しま した。私 は， 以 前 にひ ど

く ミ リア ンを苦 しめ た人 々 と話 す決 意 を し

た時 の こ とを忘 れ るこ とが で きませ ん。 ミ

リア ンは互 いの 間に何 事 もなか ったか の よ

うに， 教 え るの を助 けて くれ ま した。 そ し

て，数 家族 が 福音 に 改宗 しま した。

主 に対 す る深 い信仰 と主 のみ守 りに よ り，

ミ リア ンは 同胞 に対す る恐れ を克服 し， 彼

女 の 命 をお びやか した 人々 に福 音 を教 え る

手 助 け を したの です 。今 で はそ の中 の 多 く

の人 々が ， 自分 た ちの罪 を赦 し， イエ ス ・

キ リス トの福 音 を伝 えて くれた ミ リア ン を

敬 い， その名 をほめ た たえ てい ます 。

編集部注;

ミリア ンはこの出来事があってか ら

間 もな く，虫垂破裂 による合併症 を引

き起 こして亡 くなった。 しか し，会員

宣教師 として偉大 な業績 を残 し，私 た

ちが従 うべ き大 いなる模 範 を示 したの

である。



ノ1：え擢藁 ，τ オ ー.ビ ツ ド ・
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そ れ は，心 を空想 の 中に 包み こみ， 仕事
や 勉 強 を し よ うとい う考 え を押 しの け

て し ま うよ うな， や さ し く， もの うい， そ

んな あ る暑 い夏 の 日の午 後 だ った。私 が か

つ て伝 道 に 出て い た時 は， こ うい う日は ，

気 持 ち を伝 道 に 向け る こ とが 一番 困難だ っ

た。今 は 学校 につ いて 同 じこ とが 言 え た。

昼 前 か ら私 は ，.根の標 本 を採 集す るため に，

キ ャンパ スの 東 にあ る丘 に登 って い た。 研

究 室 の同僚 と私 は，植 物学 の研 究課 題 のた

め に根 を集 め て いた ので あ る。 その 日は，

採 集 が終 わ ってか らチ ョウ を追 いか け た り

して遊 ん で いたの で， 当 然か か るで あろ う

時 間 の2倍 もの時 間 がかか って し まった。

採 集 を終 えて しま った後 で， 同僚 は車 で私

を下 まで お ろ して くれて， そ れか ら私 はバ
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・1・、うに獅 牟.・.傘卿9午 鋒鴛 碑 蝉 や
か な空 気 が私 の心 を満 たす1梱 まバ ス に乗

って い る間中， あ した の主 曜 日は
，， 日の き1

ん さん と照 る浜 辺 で冷 た い水 たつか ・りなが.

ら過 ご.そラ.と考 えてレ〕たb .∴.

.概 ..勿 助 ・≧をもう牡 締 ，貧み
ずみまで想像し韓あようとした時・.≠：デピ

㍗ 」キが親しげにシ初 ・暗 を立て1て・.

，1警 な少年がぐス嫡 方から乗?r来 ⑳.：
に朱ついた。バスは半分ほど入が詰まらて

1艦 バスの前方と柳 席の閂にはレ'くつ.1
か空席があったので，.科はほと履ど注意を

払わなか・た・窓の外に目媒 しψ ら・

私 は再 び心 を空想 の週 末ぺ.と漂 わせ た。

し汐・し， 空 想の 中 に戻 ろ う ζした ま さに

その 時，
.私 は 目の 片隅 に卑程 りあ の少年 を

とらえた ので あ る。彼 は空席 をふ たつ通 り

過 ぎて， まっす.ぐに私 の隣の 席 を 目.ざし.て

進 ん で来 る よ う.だった6.9歳 か10歳 位 だ ろ

うか。色.あぜ て は い るが こざ っぱ りした ジ

ー ン ズ と赤 いチ ェ ッ クの シャ.ツを着.ていた
。

シャ ツは少 し大 きす ぎる ようだ った 。た ぶ

ん お さが りなの だ ろ う。 彼が近 づ いて 来 た

の で，私 は， 彼が私 の席 を通 り過 ぎて後 ろ

の方 の空 席の どれ か にす われ ば良 い のに と

思 いなが ら， 断 固 と して窓 の 外 を見つ め た。

しカ)し，彼 は そ う しなか った。

「こん にち.は，お じさん 。」彼 は そ う言 っ

て，ぽ ん と私 の隣 に腰か け た。 彼 のほ ほ え

みは，顔 の 割 には半 分位 大 きす ぎる よ うに

見え た。私 は， ほほ えみ 返 した くなか った

が，彼 のニ コニ コ顔 には伝 染性 が あ った の

でチほ ほ えまず には い られ なか っ.た。

「こんに ちは」 と私 は厳 然 た る落 ち着 き

1を聖 ：候テ.ラ.ζレ鯵 ら答え々・、.、

..嘱 ・厭 無 す勧 と彼瞬 づ.た..」...「そラ
だねの秘 手答えた・「良恥日だね・」

.・今 度 は どう.に.か笑 わな い よ うに して
，私 は，

.・.9μで簿 鰹 捗 嘩 ㌧'ρに.・躍 いな

がら再搾 の外に目をやろた・.そあ日はあ
..ま咋 椌 輝 る.解 ふさわし・・.日だ・た

ρ怒 替 暗 供と蘇 傭 をして過ごす
・のがも・や なく.思麺 のだ・た・少しの

間 沈 黙が あ.り，：私 は再 び.く.つろ いだ気 分 に

な.って，浜 迦 でバ レ「 ボ「 ル をして い る様

子 を想像 し始 めた 。.

「あの
， お じさん，..あなた は結婚 して い

ます か?」

「嘩?て?・ 桝 少 年 筋 へ識 を戻

らせ なが ち尋 ね 々。 彼 のぼ ほ えみ は，以 前

.よ りもわずカミなが ら大 き くな った よ うに さ

え思 え..た』 、 ：.・

：「瀬 してい.齢 か.?・

「いや
。」私 は.，・彼が 私 の気持 ち1ご感 づ い

で れれば.よい.と思いながら・令たく搬 た・
「ああ」 と言 って彼 はが っか りして下 を

..向き
， ほ ほえ みは消 えて い った6彼 は一 瞬 ，

..面食 らっ たよ.うだ った
。.彼は考 えて いた.。

そ れか らす ぐに また顔 を上 げ たの だが， そ

の 目は以 前 に も増 して輝 いて いた。

「で も
， あ なたは 結婚 す るつ も りで しょ

う?」

私 は， ほ ほえ むつ も りは なか った のだ が，

彼 の 目と 白 く輝 く歯 を見 て い る と， ほほ え

まず には い られ なか った 。

「そ うだね
。す る だろ うと思 うよ。」「

「で
，結婚 す る時 には あな たは奥 さん を

愛す るで し.よう?」 今 度は私 が 面 食 ら.う番

34



だ った。 その 質 問は この ような幼 い子供 が1.

す るには場 違 い だか らだ 。 ど うや ら彼 は話

を何 か に導 いて い る ら しいのだ が，私 には

それ が何 な のか は っ き りは わか らなか った。

「もち ろん」と私 は用 心深 く答 えた。 「も

ち ろん， そ うす るだ ろ うね 。」

「で
， あな たが だれか を愛 した ら， いつ

もそ.の人た ち と一緒 に い たい と思 い ませ ん

.か。 死 んだ後 で も。」.

わか っ た!彼 は私 に，..「黄 金 の質 問」 を

してい 左の だ。 彼 は モル モン だ ったの だ。

私 は.彼を見つ め て じっ とす わ って い た。.私

は答 え.なか.った。何 と言 って良 いか わか ら

なか ったの だ6私 は何 回 これ と同 じよ うな

質問 を して来 た だ ろ う。伝 道 に 出て.いる間，

ブ ラ ジル の通 りやバ スの 中で。 しか し， わ

れ は伝道 の時 だ った。 そ れは その 時 で， 今

で はな か っ.た。同 し言葉 を今 こ こで，故 郷

で，10歳 の少年 の 口か ら聞 くとは思 い もよ

らな い こ とだ った 。バ ス は急 にス ピー ドを

落 とし，少年 は立 ち上 が って ポ"ッ トか ら

何 か を と り出 して私 に渡 した 。

「あ②， お じさん， ぼ くは こ こで降 りな

け れ ばな りませ ん 。 これ をど うぞ。 こ こに

ぼ くのふ た りの友達 の名 前が 書 いて あ りま

す 。・もしあ なたが ， もっ と知 りたい と思 う

な ら彼 らに電 話 して下 さい。 さよ うな ら，

お じさん 。」 そ して.彼は行 って し まった。

私 は彼 に も らっ たパ ンフ レ ッ トを じっ と

見?ゆ て す わっ て いた。 それ は半 分 に折 り

たた んで あ り，端 が 少 し破 れ て いた 。私 は

それ.を開 いて 題 を読.んだ 。「救 いの計 画」。

私 は，.2年 ほ ど前 に伝 道か ら帰 って来 た。

私 は 家.に伝 道 日記 とカ ラー ス ライ ドとお み

や げ.とた くさん の思 い 出 を持 って帰 った 。

しか し，.私は 「伝 道 」 とい う大切 な もの を

置い て来 て しまっ たのだ った。 我が 家に い

る間 に何 人の 人 に教 会 につ いて話 しただ ろ

う。 「黄 金 の質 問」を何 回 しただ ろ う。た だ

話 題 を持 ち 出 しさ えす れ ば興 味 を持 った.か

もしれな い 人が何 人 いた だ ろ う。私 は，今

ま.さに，私 の伝 道期 間すべ て の 間に学 び得

なか っ た，宣 教 師につ いての 教訓 を学 ん だ

のだ っ た。 そ して それは ，証 とほほ えみ以

外何 も持 って いな い幼 い少年 に よ って教 え

られ たの で あ る。

今や バ ス は満 貝に な って い た。 もう町 の

中心 地近 くま で来て い て， も うす ぐ5時 だ

っ た。背 広 を来 た若 い 男が私 の 隣 にす わ っ

た。 人前 を気 に して私 は シャ ツの ポケ ッ ト

にパ ンフ レ ッ トを詰 め こみ， 足 も とを見 つ

め た。私 は先 程 の少 年 につ い て まだ考 えて

い た。彼 は若 か っ たけ れ ど， 私 がか つ てそ

うであ っ た よ りもは るか に宣 教 師 らしか っ

た。 私 は再 び さ っ と上 を向 い た。隣 にす わ

っ た男 は窓 の 外 を見て い た』 たぶ ん空想 に

ふ け って い るのだ ろ う6

「結構 な 日 じゃあ りませ んか 。」私 は考 え

ず に言 っ た。

「ええ 。」 と彼 はほ ほ えみ返 し， 「とて も

きれ いな 夕焼 け です ね」 と言 っ た。

私 は しば ら くポケ ッ トの 中のパ ンフ レ ッ

トを指 で さわ りなが ら じっ として い た。 そ

れ か らで きる限 り大 き くほほ えん で尋 ね た。

「あな たは 結 婚 し て い ら っ し ゃ い ます

か?」

～
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夜 明 け
七十 人第 一定員会会員

.ロー レン ・C・ ダ ン

私 は走ることが好きです・
最近 の召 しでニ ュー ジー ラ ン ドに滞

在 して いた時 も， 毎朝 早 く， 私 はオ ー クラ

ン ドの アーニ ー ロー ドに あ る 自宅 を出 て幾

つか の通 りを走 るの を 日課 として い ま した。

時 には リ ミュエ ラや ワ ンツ リー ヒル に も足

を伸 ば しま した。 ニ ュー ジー ラ ン ドの早 朝

ランナー には， た くさんの 楽 しみ が あ るの

です 。 自然の 美 し さも格 別 です が ， これ ほ

ど素晴 ら しい眺め の 日の 出が 見 られ る国 も

珍 しいで しょ う。 たな び く雲 が朝 日を受 け

て空 が赤 く染 ま る朝 もあれ ば， 和 らか な く

すん だ色 の朝 もあ ります。 しか し， それ以

外の朝 は決 まって うっ とう しい雨模 様 です 。

ですか ら， 日の出 が人 々に何 を もた らすか

は一 口に言 い表 わせ ませ ん 。素 晴 らしい夜

明けに な りそ うな空 が， に わか にか き曇 り，

一 変 して暗や み の 中の雨 に な る時 もあ るの

です。か と思 う と，.一瞬 の うちに太 陽が 雲

間か ら現 われ て， 壮観 な夜明 けが 広 が る時

もあ ります。毎 日違 います 。夜 明け は それ 自

体，神 秘 と驚 異のべ 一 ル包まれて いるのです 。

人生 もこれ と同 じです 。本 当の とこ ろ，

日々何 が 待 ち設け て い るか 私 た ちに はわ か

りませ ん 。私 た ちは一 日一 日を， 来 る ま ま

に受 け止 め なけれ ば な らな いの です 。

イエ ス ・キ リス トの福 音 は， 毎 日をどん

よ りした曇 り空か らぱ っ と明 る い空へ と奇

跡的 に変 え るため にあ るの で はあ りませ ん。

イエ ス ・キ リス トの 福音 は， 良 い 日に は感

謝 の念 を持 って臨 み， また悪 い 日には信 仰

と 決意 とを持 って ， 「新 し い夜 明 け」 が 慰

安 を与 えて くれ る まで対処 す る こ との で き.

る内 な る光 ， 強 さ を私 た ちに 与 え るために

あ るの です 。

「… …すべて神 に頼 る者 は
，苦 しみ悩 み 禍

に逢 う時 に助 け られて これ らを忍ぶ こ とが

で き， また終 りの 日に 高 く挙 げ られ る。 こ

れ を私 は確 に知 ってい る。」(ア ルマ36：3)

何年 か 前 に な ります が，私 たち家族 が ボ

ス トンに住 ん でい た時 の こ とです。何 とも

いや な一 週 間 を過 ご したば か りで した。 い

や な一週 間 と言 えば どの よ.うな ものか， お

わか りいた だけ る で し ょう。7日 間， 来 る

日 も来 る 日 も連続 して お も しろ くない こ と

が 起 こ った のです 。 そ の週 の終 わ り頃 には，

私 はす っか り気が ふ さ いで， 少 し気落 ち し

て いま した。

それ で とう と うあ る夜， 家 族が 寝静 まっ

て か ら，私 は この まま起 きて いて ， いつ も

の 朝晩 の祈 りの時以 上 に堅 く決 意 して 本 当

に主 の み も とに近 づ こ う と決心 し ました。

明か りの消 えた家 の 階下 の書 斎 にひ ざま

ず くと， 心か らへ り くだ って主 に祈 ろ うと

い う気持 ちに な りま した。 そ して， 私 は心

の奥 底か ら 自分 の気 持 ち を率 直 に打 ち明け

ま した。 祈 りなが ら，私 は主が ここに お ら

れ， 気づ か って い て下 さ る とい う確 信 を得

る必 要が あ る と感 じま した。過去 の経験 か

らわか って はい ま したが ， それ で も再確 認

を必要 とす る時が あ る もの です。祈 りの 中

で ，私 は その こ とを願 い ました。 そ の結果，
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非 常 に珍 しい経験 を したの です 。 それ までr

に も霊 的な経 験 を した こ とは あ りま した。

しか し， この時 の経験 ほ ど私 に とって霊 的

な もの はあ りませ んで した 。みた まの現 わ

れが 非常 に現 実 の もの であ っ たの で，私 は

は っ き り と感 じるこ.とが で きたの です 。.私

は全 身 がみ た まに満 た され るの を覚 え まし

た 。 それ もた だの一 度 では な く， ほん の1，

2分 の 間に何 度 か味 わ った の です 。

その 夜，私 はみ た まに よっ て生 まれ， 救

い主 は生 きて お られ るだけ で はな い，私 の

こ とを知 り，真 実 の神 の愛 をも って私 を心

に 懸け て いて下 さるの だ とい う一 層強 い，

確 固 た る知 識 を得 て， 書斎 を出た の で した。

この 経験 は その 後何 日に もわた っ て私 に

影 響 を及ぼ しま した。 その ため ，私 は 自分

の 同胞 に対 して， た とえ道行 く見知 らぬ 人

人 に対 してで さ え，"心か ら気づ か い愛 す る

気持 ち を抱 いたの で した。 以 前 な らほ とん

ど関心 が な いか，.ま るで関 心 が な くて通 り

過 ご したで しょ うが， その時 は心 配 し関 心

を持 った のです。 自分 の 家族 で さ え一 段 と
い と

愛 お しい よ うに思 え ま した。私 は どこの 国

の 聖徒 た ち とも絆 を感 じ， 同 胞に仕 えた い

と思 い ま した。

そ の時， 自分 が どん な試 練 に直 面 して い

たのか は 覚 え てい ませ ん。例 に もれ ず， そ

の 時の 試練 も過 ぎ去 って しま ったの です。

しか し，聖 霊 に よ って癒 され たあの夜 の経

験 だけ は いつ まで も忘 れ な いで しょ う。聖

霊 は私 に この こ とを再 び確 証 して く.れまし

た。 それ は，私 た ちの心 が正 しけ れ ば私 た

ちは主 の み前 に行 くこ とが で き， 程度 の差

や 方法 の違.いこそあ れ主 は聖 霊 を送 り癒 し

て下 さ る とい うこ と， また聖 霊 は癒す だ け

で な く，私 た ち と主 を結 びつ け て下 さ る と

い うこ とです 。不 思議 な経験 は しな くて も，

日常 の経 験か らこの.確証 は得 られ ます 。

人生 の新 しい一 日が始 まる度 に，意 義 あ

る祈 り と戒め を守 る こ とに よって 自らを備

.えるこ とが で き ます よ うに 。 この よ うに し

て聖霊 の光 は私 た ちの 内か ら輝 きいで，私

た ち を励 ます の です 。聖 霊 の光 は，行 く手

に何 が あ るか を最 もよ く教 え て くれ ます 。

ま た私 たちが 変 え る こ との で き る点， ある

い は変 え るべ き点 を変 え る よ うに導 い て く

れ ます。 さ らに は， ど うに もで きない経 験

に遭 っ て も堅 く信仰 を保 て る ように助 けて

くれ るのです 。

「主 な る神 は 日です， 盾 です 。主 は恵 み

と誉 とを与 え， 直 く歩 む者 に良 い物 を拒 ま

れ るこ とは あ りませ ん 。」(詩 篇84：11)



曾 小εちお友把ちへ 曾

ペ ル シ ャ の 市 場 は･色 と り ど りの

テ ン ト と い い,に ぎ わ い ど い い,

ま る で サ ー カ ス の よ う で し た 。

ジ ョナ ス･ハ ン ウ ェ イ は イ ギ リ ス

け おり もの

の商 人で,ペ ル シャに毛織物 を買い

にや って きました。 ところが王家 の

パ レー ドが行 なわれ る とい うこ とで,

取 り引 きも何 もできな くなって しま

いま した。

｢王子様のお通 りだ,道 をあけろ。｣

お役 人が こう命令 しましたヨ

王子様 の行列が近づ くと,人 々は

頭 を深 くさげ ました。 これがその国

のな らわ しなのです。 で もジ ョナ ス

はそ うしませ んで した。一体何が あ

るのだろ う,よ く見てや ろ うと思 っ

たのです 。4人 の強 そ うな男が,た

れ布 でか ざられた王子様のか ごをか

ついでい ました。 もうひ とりのひ と

が王子様 の頭 に 日よけの よ うな もの

をか ざしてい ます。

｢な るほ ど,あ れはいい。｣ジ ョナ
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｢ノ､ン ナ･来 て ち よ ラ だ い 。｣

柳の茂みの中の小屋 で遊 んで

いると,母 さんの呼ぶ声が しました。

｢何か しら?｣ハ ンナ は人形 をしま

って,す ぐ家 に帰 りました。

｢ま あ ,早 い こ と。｣母 さんは う

れ しそうに,に っこ りして言い まし

た。｢母 さん,こ れか ら急 い でハ ン

セ ン姉妹の家に行か な きゃならない

の。それでハ ンナに,夕 食 に使 うじ

ぐら

やが い もを穴蔵か ら出 しておいてほ

しいの 。｣

｢で も
,母 さん!｣ハ ンナ は 身

ぶ るいが しました。｢穴 蔵 には クモが

いっぱいいる し,そ れに きょうは ガ

マ が出て くるの を見たわ。わた し,

行 きた くない。｣

す ると母 さん は言 い ま した 。｢だ

れだ って,い や なこ とで もしなけれ

ばな らない時が ある ものなの よ。サ

･{響､,
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がれて しまったのです。ふ た りは穴

蔵に とじこめ られて しまいました。

サ ミーは泣 きじゃ くって います。

で も,｢私 は泣 い ち ゃい け な い｣と

ハ ンナは思 いました。そ して,サ ミ

ー をだきしめ て言 い ま した。｢サ ミ

ー,泣 か ないで。ふた りで いっ しょ

にお祈 りしましょう。｣

目をとじる と,ハ ンナは祈 りま し

た。｢天 のお父 さま,ど うか サ ミー

と私 を助けて くだ さい。穴蔵 に とじ

こめ られ ま した。家にはだれ もいま

せ ん。 どうか ここか ら出 られ るよ う

に助 けて くだ さい。｣

話す との どが痛み ます。穴蔵 の中

の空気が な くな って きたのです。

もうガマや クモ を気 に して いる暇

はあ りません。ハ ンナは板切 れ を見

つけ る と,サ ミーに言 い ました。

｢サ ミー
,手 伝 って。急い で天井

に穴 をあけ るの よ。｣

ふ たりは板切 れ を持 って,息､を 切

らしなが ら,何 度 も何度 も頭上の土

をくず しました。

そ して,サ ミーが,｢ぼ く,も うへ

とへ とだよ｣と 言ったその時 です。

板 を持 った手が急に軽 くな りま した。

とうとう穴 をあけたのです!。

ハンナはほ っと一 息つ きました。
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その時 です。 ドシン,ド シン と打つ

音が聞 こえて きま した。 その たびに

周囲の土が振動 します 。｢だ れ か外

にい る。で も,母 さん じゃないわ。

こんなに早 く帰 って くるはずが ない

もの。｣

突然,入 口の方か ら男の人の声が

しま した。｢だ れか いるか い?｣

｢は 一い
,い ます。｣

｢大 丈 夫 か?今 す ぐ出 してあげ

るか らね。｣カ ー ド兄弟 で した。

こ うしてふ た りは,土 の中にあけ

た小 さな穴か ら助け 出されたのです。

サ ミーは帰 って来 たお父さんにこ

う言 いま した。｢父 さ ん,ハ ンナが

助 けて くれ たんだ よ。ふ た りで穴 を

あけたんだ。｣

｢そ れ を私 が 見 た って い うわけさ。

実 に不思議 なんだがね。｣カ ー ド兄

弟 は言いま した 。｢今 まで君 の土 地

は､一度 も通 った こ とが なか った。 き

ょうの午後 に もそのつ もりは なか っ

たのだ。 ところが ど っい っわけか,

足が こっちの方 に向 いてね。 きっ と

主 がお導 き くだ さったのだね。｣

｢カ ー ド兄 弟 ,私 た ち もそ う思 う

わ。｣ハ ンナ とサ ミー一は,顔 を見合

わせ てにっこ りしました。
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ハワイへの伝道にも行きましたし,
せん きよう し

イギリスへも宣教師として行きまし

た。そして,ヨ ーロッパの伝道部長
め

の召しも受けたのです。27さ いでジ

ョセフはイ壷徒に塑荏され,/90/年 に

は失瞥農に召されました。

オランダに,ジ ョン･/レ オソフと

いう名の少年が住んでいました。こ

の少年は,目 が見えませんでした。

ある時,ス ミス大管長がオランダに

おいでになることを聞いたジョンは,

お田さんにこう言いま した。｢予 言

者にはどんな宣教師よりも大きな力

があるんでしよう。ぼくを予言者の

ところへ連れて行って,予 言者にぼ

くの目をのぞきこんでもらえないか

しら。そうしたら,ぼ くの目はきっ

とよくなるよ。｣

スミス大管長は,集 会が終わると

ジョンの目をおおっていたほうたい

を取りました。そして,ジ ョンの目
し　 バま

をのぞきこみ,祝 福 し,目 が見える

ようになると約束しました。こうし

て,ジ ョンは家へ帰りました。そし

て,ほ うたいを取ると,ジ ∋ンは大

声でさけび ました。｢お田さん,目

がよくなった。もういたくない。何

でもよく見えるよ。｣

モルモン経クイズ
1～15の そ れ ぞれの 人物 と関係 す る もの を選 ん で下 さい 。

/.ア ル マ

2.リ ー ハイ

3.ノ ア

4.レ ミ ュエル

5.ヒ ラマ ン

6.サ ミ ュエル

7.レ ー パン

8.ベ ン ジヤ ミン

9.レ ー マ ン

10.モ ロ ナ イ

個.ラ モ ーナ イ

12.サ ラ イア

13.モ ル モ ン

14.ジ ェレ ド

15.ア ビナダ イ

a.正 しい 王様

b.悪 魔 の 手下

c.2000人 の若 者 の先 頭 にな って 戦 った

d.最 後の ニー フ ァ イ人

e.ジ エ レ ドの民 の指 導者

f.ニ ー ファ イ人 と レー マン 人 の父 親

g.糞 鍮験を持っていた

h.ニ ー フ ァイ人 の 予言 者

i.レ ー マ ン人 の王 様

｣.す ばら しい 宣教 師

k.レ ー マ ン人 の指 導者

1.モ ルモ ン経 を まと めた人

m.リ ーハ イ

n.ニ ーフ ァイ 人 とレー マ ン人 の田 親

o.レ ーマ ン人 の予 言者
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一
再奉献の祈り

1981年9月1日(火)

一 横 浜 の地 に て一

日本・韓国地域代表役員

菊 地 良 彦

このお祈りは80年前，横浜の森において捧げ

られたヒーパー ・J・クラント長老の奉献の祈

りを記念するため，なされたものである。なお，

お祈りは20分以上にわたっているがスペースの

関係で一部省略の形にしたのでご了承いただき

たい。



永 遠の父なる神様 私たちは今誘 なた
の御 子 の証 人 であ るヒーバ ー ・J・ グ

ラン ト長 老 が80年 前， 日本 の地 を奉 献 して

下 さ った時 の場 所 に集 っ てお ります。 私 た

ち， また先祖 に 「永遠 の真理 と光 」 そ して

「永遠 の生 命 の道 」 を与 えて下 さい ま した

こ とを心か ら深 く感謝 申 し上 げ ます。 この

回復 され た 「偉 大 な真理 」 と 「栄光 の道」

を今， 私 た ちが 歩 む こ とが で きます こ とを

感 謝 申 し上 げ ます 。

偉大 な あな たの僕 であ る ジ ョセ ブ ・ス ミ

スの大 い な る犠 牲 とさ らには 開拓 者 の犠牲

を通 して ，今 ，私 た ちは 「真理 」 と 「喜 び」

をか み しめ な が ら， 日々生 活 で きて い ます .

こ とを心か ら感 謝 申 し上 げ ます 。 あ な 旗っ

御 子 イエ ス ・キ リス ト様 の美 しい愛 と犠 牲，

そ して あな たの深 い御 慈 悲に心 か ら感 謝 申.

し上 げ ます 。私 たち に 「命」 を与 え て下 さ，

り， この緑 あふ れ る 日本 の地 に 「生命 の水 」

を与 えて下 さ り， 永遠 の 幸せ を享 受 で き ま.1

す こ とを心 か ら感 謝 申 し上 げ ま.す。

この 日本の 地が あ な たの 「み た ま」 に よ.

って祝 福 され， 人々 の生 活が うるお され，

教育 を受 け， 平安 な生 活 を送 れ ます こ と を

心か ら感謝 申 し上 げ ます 。 この世 に私 たち

を送 っ て下 さ り， 私 た ちの生 命 をお守 り下

さって い るこ と を感謝 申 し上 げ ます 。今，

た くさんの 回復 され た メ ッセー ジ を伝 え る

宣教 師 を この 「日いず る国」 日本に お送 り

下 さ って い ます こ とを感 謝 申し上 げ ます 。

1901年9月1日 に， あな た様 は， ヒー バ

ー ・J・ グラ ン ト長 老の 「聖 な る祈 り」 を

お聴 き下 さい ま した。 その80年 後 の今 ，私

た ちは愛 す る 日本の指 導 者 と共 に， ヒー バ

ー ・J・ グラ ン ト長 老が 奉献 した この地 に
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ぬか づ き， あ なたの 御 前に頭 を垂 れ，私 た

ちの心 か らの祈 りをお捧 げ します 。

神 よ， 願 わ くは， 我 々の願 い を聞 き とど

け た まえ!我 々 の感謝 の気 持 ち，希 望，

夢， 霊 の喜 び そ して魂 の叫 び を どうぞ聞 き

とどけ た まえ!私 た ちは あな たか ら数 え

切 れな い恵 み をい ただ いて い ます 。

ど うか， この 日本 の 民 を， 山 々 を， 丘や

谷， 緑 の木 々 と大 きな 流れ， 小 川， 海辺，

すべ て 作物 の な る農 地 を， そ して 日本の 津

津浦 々 まで も祝福 した まえ。 あ な たの 「聖.

い み た ま」 を朝 露 の ご と く， また， 清 い風

の ご と く注 ぎ， この 日本の地 を清め た ま え。

特 に宣教 師 の働 いて い る 多 くの地 を祝福

した まえ。 宣教 師 た ちの上 に あな たか らあ

ふ る る祝 福 と恵み が注 がれ， 彼 らが 心 の清

い人タ.を見 い だす こ とが で きる よ うに， ま

たヂ 田 本 人の一 人一 人 をみ た まの 力に よっ
.て清め

，祝 福 した ま えも 日本の 人 々が， こ

吻 回復 され た真 理 を心 か ら受 け るこ とが で

き ます よ うに， その備 えの 道 を与 え た まえ。

我々 の ワー ド部， 支 部， ス テー キ部 ，伝

道 部 の建 物 を清 め祝 福 した まえ。 それ らに

あな たの聖 きみ たまが 豊か に注 が れて 栄光

の 顕 われ る場所 とな さ しめ た ま え。

あ なた の尊 い御子 が ，枕 しお休 みに な ら

れ る東 京神 殿 を私 た ちは い ただ いて心 か ら

深 く感 謝 申 し上 げ ます 。願 わ くは ，私 た ち

.が身 も心 も清 め， あ なた との交 わ りを一層

深 め る こ との で き る聖 所 として保 つ こ とが

で きます よ う祝 福 した まえ。 そ して 多 くの

聖徒 た ちが その宮 居 に詣 で るこ とが で きる

よ うに その聖 な る場所 を祝 福 した まえ。私

たち の家庭 を， 家 族一 人一 人 を清 め， 祝福

した まえ。 こ こに列席 の伝 道部 長 御夫 妻一



人一 人の上 に， あな た様 の特別 な ご慈 悲 が

効 て働 が・.あなたの 「み栄え・糊 わ
すべ く..，曾 生 懸命， 宣教 師や 聖 徒 らを鼓 舞

す ることが で きるように，彼 らに特 別 な 「み

.たま」.を注 ぎな.まえ。 ま 牟坤 区代 表 ， ステ.
』 キ部長 そ してす べ て の教会 指導 者 の上 に.

あな たの 特別 な祝 福 が もた らされ， その 一..

人一 人 に霊性 と指 導 性 を与 え た.まえ。

.天の父 な る神様 ，.私た ちの罪 をど うぞお

赦 し下 さい。 私 た ちの嫉 妬 の心;..私た ちが

人 を羨む 気持 ち， そ して人 を批判 す る気持 、

ち，私 たち の魂 に 内在す るバ ビロ ンを ど う'

ぞ取 り除 きた まえ。今.日を もって，、私 たち

は 「神 権 の力 」 に よっ て， あな た を信 じ，

お 慕 い 申 し上 げ る 「純粋 な愛 の気 持 ち」 を

通 じ， それ らの悪 の霊 の バ ビ ロン を明 白に

取 り去 る こ とが で き添 よ うに，私 た ちに 勇

気 を与 えた ま え。 この 日本の 津々 浦 々に あ

なた の聖 な るみ名 と聖 いみ た まを.あふれ る

ばか りに 注 ぎた ま え。

あ なた は， い に しえの モル モ ン経 の予 言

者 を通 して， この 地 をか ん らんの 樹木 園 の .
一 番端 に植 え られ た 木の枝 の一 本 に た とえ

られ ま した。 あ なた の僕， ジ ョセ ブ ・フ ィ

ー ル デ ィ ング ・ス ミス を通 して その こ とを

知 らせ て下 さい ま した。 また， あな たの僕 ，

ゴー ドン ・B.・ ヒ ンク レー を通 し て， 「こ

れ は ま さ し く日の 出 ず る国，教 会 の 出ず る

国」 と告 げ られ ま した。 さ らにハ ロル ド ・

B・ リー を通 して ， 第二 次世 界大 戦 は， 日

本 の民 が この 回復 された福 音 を心 か ら受 け

入 れ るそ の準備 の 時 であ った と言 われ ま し

た 。 そ して， マ シュー ・カ.ウリー を通 して，

あ な たは この地 を清め， 祝福 して下 さい ま

した5日 本 の津 々 浦 々に神 の王 国，・シオ ン

の ス テー キ 部 が 広 ま り， 「神 殿 が い くつ か

建 て られ る」 と宣 言 され ま した。 また， ヒ

ュー ・B・ ブ ラ ウ ンを通 して 日本 の兄弟姉

妹 た ちは， 中 国や ロ シア な ど，世 界 の国 々

に福 青 を携 え て吟 き，伝 道 をす る・で あ ろ う

と， そ して， こり地 か ら教会 の揖 導者 が た.

くきん生 まれ るであ ろ う とも予 言 さ.れま し..

た。 こ う して ， あな たの聖 な る僕 で ある こ.

れ らの 多 くの予 言 者 た ちは， た く.さん の こ

∫とを 日本 の なめに予 言 され ま した 。

天 の父 ケ る.神禄 ・..祥た ちの この 日本 の何

「.蕉 何 千 万 とい.う.人々 が あタ たの教 会 に，.

あな たの道 に群 れ を.成して入.るよ うに祝福

した ま える あ な たの子供 たちが ，霊 の 暗黒

の 長旅 を終 えて魂 の故 郷 につ き，旅 の傷 や

疲 れ をいや すべ く暖か く迎 え 入れ られ ます

よ う教 会 を清 め た まえ。旅 人が 暖か い， キ

リス トの愛 とその喜 びの お とず れ に よ り休

む寝 床 が与 え られ， 食物や ね ぎらいの言葉 ，

平安 な心 ， そ して ，永 遠 の旅 路 を歩む 勇気

と霊 感 が与 え られ る ところ と して 日本の教

会 を祝福 した まえ。

新 しい教 会 員一 人一 人 の魂 の中 にイ ス ラ

エ ル の血気 と霊 気 が脈 々 と流れ るよ うに祝

福 した まえ。 そ して私 た ちのす べ ての心 が

天上 に うつ る ように，特 別 に心 か ら清め た

まえq

こ こに 日本伝 道80周 年 を迎 え るこ とが で

きま した こ と を感謝 申 し上 げ ます。 これ ら

の聖 な る祈 りを， こ こに集 い ま した私の 永

遠 の友 で あ る兄 弟姉 妹， な らび に私 の魂 の

兄弟 姉妹 の祈 りと共 に.イエ ス.・キ リス トの

み名 に よって あな たの御 前 にお 捧げ いた し

ます 。 アー メン。
.(
}部 省略)

＼

47








	表紙
	目次
	大管長会ﾒｯｾｰｼﾞ　この世の救いの原則　ﾏﾘｵﾝ・G・ﾛﾑﾆ
	最前の努力をしていますか
	日々の恵み
	犠牲を通してもたらされる成長と発展
	あるｲｷﾞﾘｽ快軍兵の冒険
	ミリアン
	バスに乗って
	夜明け
	小さなお友だち
	再奉献の祈り　菊池良彦



